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平成２５年７月定例教育委員会会議録 

 

平成２５年度塩尻市教育委員会７月定例教育委員会が、平成２５年７月２５日、午後１時１５分、

塩尻総合文化センター３０２多目的室に招集された。 

 

会 議 日 程 

１ 開 会 

 

２ 前回会議録の承認 

 

３ 教育長報告 

報告第１号  主な行事等報告について 

報告第２号  ８月の行事予定等について 

報告第３号  後援・共催について 

報告第４号  平成２５年度事務事業評価について 

 

４ 議 事 

 

５ その他 

 

６ 閉 会 

 

○ 出席委員 

委員長 小 澤 嘉 和  職務代理者 渡 辺 庸 子

委 員 

教育長 

石 井  實

山 田 富 康

 委 員 小 島 佳 子

 

     

○ 説明のため出席した者  

こども教育部長 
 
教育総務課長 

保 科 隆 保

 
小 林 克 則

 こども教育部次長 
（家庭支援室長） 
こども課長 

清 水  進

 

羽 多 野 繁 春

生涯学習部長 

 

社会教育課長 
平出博物館館長 
 
市民交流センター長 

 
交流支援課長 

 

岩 垂 俊 彦

 
平 林 雄 次

小 林 康 男

 

田 中 速 人

 

小 澤 和 江

 

 生涯学習部次長 

(スポーツ振興課長)

社会教育課専門幹 
男女共同参画・人 
権課長 
市民交流センター 
次長（図書館長） 
子育て支援センター

所長 

青 木  実

 

渡 邊  泰

熊 谷 善 行

 

伊 東 直 登

 

掛 川 佳 子

 

 

○ 事務局出席者 

教育企画係長 上 條 史 生    
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１ 開会 

小澤委員長 ただいまから７月の定例教育委員会を開会いたします。会議に入る前に、小島佳子教育

委員が着任されました。初めての定例教育委員会ですので、御出席いただいている事務局職員の自

己紹介をお願いいたします。 
保科こども教育部長 こども教育部長の保科隆保と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 
岩垂生涯学習部長 生涯学習部長の岩垂俊彦と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 
田中市民交流センター長 市民交流センター長の田中速人です。どうぞよろしくお願いします。 
清水こども教育部次長（家庭支援室長） こども教育部次長兼家庭支援室長の清水進と申します。よ

ろしくお願いします。 
小林教育総務課長 教育総務課長の小林克則と申します。よろしくお願いいたします。 
羽多野こども課長 こども課長の羽多野繁春と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 
青木生涯学習部次長（スポーツ振興課長） 生涯学習部次長兼ねてスポーツ振興課長の青木実と申し

ます。よろしくお願いいたします。 
平林社会教育課長 社会教育課長の平林雄次でございます。よろしくお願いいたします。 
渡邊社会教育課専門幹 社会教育課文化財の専門幹を務めております渡邊泰と申します。よろしくお

願いいたします。 

小林平出博物館館長 平出博物館館長の小林康男と申します。よろしくお願いします。 

熊谷男女共同参画・人権課長 男女共同参画・人権課長の熊谷善行です。よろしくお願いします。 

伊東市民交流センター次長（図書館長） 市民交流センター次長兼ねて図書館長をやっております伊

東直登と申します。よろしくお願いいたします。 
小澤交流支援課長 交流支援課長の小澤和江と申します。よろしくお願いいたします。 

掛川子育て支援センター所長 子育て支援センター所長の掛川佳子と申します。よろしくお願いいた

します。 
上條教育企画係長 事務局担当、教育企画係長の上條史生でございます。よろしくお願いいたします。 
小澤委員長 では、小島委員から一言御挨拶をいただきます。お願いします。 
小島委員 皆さん、こんにちは。私、このたび塩尻市の教育委員に任命されました小島佳子と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。私には小学生と中学生の子供がおります。その子供たちが

日ごろ大変お世話になっているこの教育委員会のお仕事に携われることは、大変幸せなことだと思

っております。しかし、何分私は全くの素人で教育関係の仕事に従事したこともございませんので、

皆様のお力を拝借して誠心誠意務めてまいりたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

小澤委員長 ありがとうございました。 

 
２ 前回会議録の承認について 

小澤委員長 では、次第に従いまして２番、前回会議録の承認について事務局からお願いいたします。 

上條教育企画係長 前回会議録につきましては、既に御確認をいただいております。本会議終了後に

御署名をいただきますので、よろしくお願いいたします。 
小澤委員長 よろしいでしょうか。 
 
３ 教育長報告 

小澤委員長 ３番、教育長報告に入ります。教育長からお願いいたします。 

山田教育長 大分暑くなりまして、きょうは、きのうの雨でしょうか、外はかなり蒸し暑い風が流れ
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ております。今回でありますけれども、１つとして１学期を終えるに当たって、２つとして短歌大

学の岡野弘彦先生の講演から、３つとして元気っ子応援事業について、以上３点について報告した

いと思います。 

  市内の小中学校の多くは１学期のまとめが終わり、今週末よりいよいよ夏休みに入ります。児童、

生徒は命にかかわるような大きな事故とか、事件がなく、それぞれみずからの成長の跡を確かめつ

つ、満足感とわくわく感を持って夏休みに入ることができるのではないかと思います。今週頭から

恒例のＮＨＫ夏休み子ども科学電話相談が始まりました。ちょうど月曜日の朝来るときにラジオを

かけたら、そんなことを言っておりました。この番組は開始以来３０年だそうです。始まりの日に

３０年前の番組の初回からこの番組の相談の回答を担当していた、ぐんま昆虫の森名誉園長の矢島

稔さんっていう方がこんなことを言っていました。「昆虫に関する今の子供と以前の子供の相談の

内容は変わりません。しかし、今の子供はインターネット等情報源が豊かになったので、昆虫のこ

とをよく知っている反面、実物を見たり、さわったり、飼ったりしていないことが、かつての子供

たちとの違いです」、ということです。これは、知識として知ることと、五官を機能させて感じと

ることの違いではないかなと、私は感じました。子供たちはこれから夏休みに入るわけですけれど

も、自分の五官で直に感じとり肉体に蓄えていく、そんな体験、経験を重ねてほしいなと切に願い

ます。また、子供の前に立つ教職員や保育士なども、この間じっくりと時間をとって、同じように

自分のうち深く感じる体験、経験を重ねて子供と共感できる体づくりを進めてほしいと願っている

ところです。そのことで２学期以降の保育、学習活動が、知ることも大事ですけれども、あわせて

感じることとか、実感としてわかる、そういうことが一層大切にされるように改善されていく、そ

んなことを願っているところであります。１学期の間、各委員の皆様方には各学校の運営、環境、

事業などの具体的な状況について、学校訪問の機会などに受けとめていただいております。先日の

「こんにちは教育委員会」の懇談内容も含めて受けとめた本市の子供たちのよさ、塩尻市の子ども

たちの強み、また、今の現場の課題と課題解決への方途などを協議会の中でまとめ、２学期以降の

学校運営に生かせるように学校現場に返していきたいなと、そんなことを願っているとこでありま

す。 

  ２つ目の短歌大学の岡野弘彦先生の講演について報告をします。先日、７月２０日、洗馬長興寺

で行われました。塩尻短歌大学第９３講に当たります。演題は「柳田國男と折口信夫」というもの

でありました。これは、新聞でも報道がありましたので、御承知の方も多いと思います。柳田國男

も折口信夫も大正から大戦後にかけて活躍した本当に日本を代表する超一級の学者でありますし、

知識人でもあります。２人とも塩尻東筑摩にはとても縁が深くて、大正五、六年のころから昭和２

０年代中盤まで三十有余年にわたって洗馬長興寺を含め、この地を訪問し、時には２日から３日に

わたる講習、講演、これを数十回にわたり実施しております。一地方が複数の超一級の知識人から

このように長年にわたって連続、継続して学び続けた事例は、ほかには全くなく、この地の文化的

な礎の確かさを物語っているのではないかなと、私は考えております。岡野先生は、戦後間もなく

ですけれども、書生として折口信夫の家に同居を始めております。折口先生の講習会にあわせ、と

もに長興寺を訪れております。そのときの受講者の熱心な学びの姿に感銘を受けたという話を前年

度短歌フォーラムの最終選考会、また今回もそのことについて何度も触れておられます。今回の講

演では、私も多くのことを学ぶことができましたが、心に残っている言葉は、言葉の粗雑さは心の

粗雑さ、思想の粗雑さにつながり、定型の中で調べを伴う芸術的な感動との乖離につながっていく

んだということです。言葉の粗雑さから日本人の精神的な伝統は、ひょっとしたら滅びていくんで

はないかという厳しい言葉がありました。また、短歌はうたい、物語は語る、うたうことは短歌が

生まれたときからの宿命である。心の動きをみずからの手で文字に置きかえ、声に出して詠み、さ
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らに言葉をぎりぎりまで選びに選んで心に響く調べの力を生み出し、それを肉体によってうたいあ

らわすことが大事だという短歌の原点に立ち返る言葉などが印象的でありました。聴講者それぞれ

心にとどめるべき言葉を得ることができた力のある講演会であったなと思います。短歌フォーラム

でありますけれども、単なるイベントではなくて、こうした深い文化を訪ねて、それに触れること

で人間性を高めていく、そうした機会になっていくとよいなというように思いました。 

  もう１つ、元気っ子応援事業について報告させていただきます。本年度の前期元気っ子相談が６

月最終週から始まり、今月いっぱい実施されております。先日その現場に同席させていただきまし

た。元気っ子相談のあり方は、皆様方御承知のとおりであります。年中児を対象に自己紹介、リズ

ム遊び、ごっご遊びなどの課題活動を行い、それを、相談を担当する者と保護者が同時に観察し、

その後、活動の様子を共有しながら個々の園児の育ちについて個別に相談をするという、そういっ

た会であります。保護者との相談の現場も見させていただきました。保護者への心配りを大切にし

ながら、児童の具体の姿を通して、保護者の我が子への思いを言葉としてあらわせるように、そん

な雰囲気づくりの中で引き出し、そこから普段の家庭での接し方やこれから成長に向けたかかわり

のあり方を保護者みずからが考え、言葉に出し、動き出せるような相談、支援の工夫がなされてお

りました。また、相談終了後、担当者全員で一人一人の園児に対して、課題活動での様子、保護者

との相談の内容、園での様子、出生時からの保健士の観察などもあわせて、今後の支援について話

し合われました。市内全ての年中児対象にこうした機会と時間がとられ、手間をかけて個別のニー

ズに対応する体制づくりを進めているこの事業は、塩尻市独自のものですけれども、積み上げてき

た努力と工夫と実践とによって、その成果が明らかに上がりつつあるなと、そのように考えており

ます。来年度は、いよいよ最初に元気っ子相談を受けた児童が中学校に進学することになります。

今後一層の幼保小中の緊密な連携、園や校種を超えたチームとしての支援の向上、保育士、教職員

の日常支援の力の向上など、この事業の質を高める具体の取組みを進めてまいりたいと思った次第

であります。以上、３点について報告をさせていただきました。 

小澤委員長 ありがとうございました。お話の中にありました。「こんにちは教育委員会」、あるいは

１学期の学校訪問については、この後の協議会の中で意見交換をしたいと、そんなふうに思ってお

りますけれど、よろしいでしょうか。 
教育長の報告について御質問等ございましたらお寄せください。よろしいですか。 

 

○報告第１号  主な行事等報告について 

小澤委員長 では、報告第１号、主な行事等の報告についてお願いいたします。資料の１ページから

４ページであります。委員の皆さん、参加された中でお感じになった点がありましたら、お願いい

たします。こども教育部は１つ、裏の生涯学習部５つ、交流センター、たくさんございます。裏表

あります。いかがでしょうか。 
石井委員 事業の報告ですけども、ここに記載されてるけども、私たちは全部の事業に参画してるわ

けじゃないんで、担当された方々から、職員の皆さんから何か問題点があったら御指摘をいただく

と、発表をしていただくというようなことでいかないと、全部私たちがそれぞれの行事に参画して

いればいいんですけど、そうではないんで、担当された皆さん方は御苦労いただいてやってますの

で、そこら辺から何か問題点があったらお出しをいただいたほうがよろしいかなと思います。 

小澤委員長 逆方向ですね。委員の中で、参加された行事、そこでお感じになったことをお話しいた

だいくというふうに進めていきたいと思います。報告の全部には参加できませんので、されたもの

で結構であります。そして、委員の発表の中で、事務局のほうで、それについてはこうだっていう

のがありましたら御指摘をいただく。そんなことでお願いします。 
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  ２点ほどよろしいでしょうか。１つは６月２９日のおはなしファミリーの件であります。中ホー

ルで開かれたわけで、参加者いっぱいでありました。大変参加者が満足して帰られたなと、表情か

らそんなことを伺えます。内容もバラエティーに富んでいましたし、特に美咲蘭さん、美咲さんの

演出された音楽劇は、本当に会場の皆さん見入っておりました。１つ、来年はこんな改善をしてい

ったらどうかなっていうことでありますけれども、鑑賞する方の対象はどこに置いているのか。市

民全体を置いているのか、あるいは園児とか学童向きに置いているのか。そこがやや焦点がぼけて

たなというようなことを感じます。私は内容を見させてもらって、あのミュージカル、子供向けか

ななんてことを思いました。そこで、来年度はもっと保育園、あるいは小学校にパンフ等を配布し

て呼びかけていったらどうかなと、そんなことを思いました。 

  それから２つ目であります。短歌大学２点について、今、教育長から話がありましたけれども、

ことし初めて小島先生の講座に教職員が参加する、こういう新しい試みをしたわけであります。ち

らほらと参加者にお話を聞きますと、大変よかった、うんと勉強になったということでありまして、

来年度も継続する予定があるのか。また、時期でありますけれども、この時期の平日は厳しいなと。

夏休みあたりに持って来ていただければいいがな、というようなお話がありました。まず、２点に

ついて、御意見等ありましたら、お願いします。 

清水こども教育部次長（家庭支援室長） 私のほうから「早ね早おき朝ごはん・どくしょ」市民の集

い、おはなしファミリー劇場についてです。これは、市民運動として展開をしておりまして、実行

委員会を立ち上げての企画になります。美咲蘭さんにお願いして２年目の事業になったわけですけ

れども、広報等につきましては、市内の保育園、小学校にチラシのほうを全部配布をしてＰＲをし

たところです。先ほど委員長さんがおっしゃられるとおり、対象の絞り込みをどうしていくかとい

うことで、この運動自体が全市民対象という動きの中でやっているものですから、なかなか絞り込

みが難しい。過去には講演会等を開いたわけですけれども、講演会につきましては、やはり大人対

象ということでなかなか参加人数が集まらないという反省に基づいて、今回のようなおはなしファ

ミリー劇場ということで、親子で楽しめる企画に変更を平成２４年度からしたところです。昨年度

に引き続いて、ことしも会場自体は大勢の方が参加をしていただいて、私どもの狙った親子での参

加が多かったです。アンケートも当然とらさせていただいた中では、やはり非常に乳幼児を連れて

来た親御さんからちょっと内容が難しかったかなという意見を二、三いただいておりました。その

ほかにつきましては、実際１時間半弱の中で、７本ほどいろいろな形でプログラムが展開されてい

きますので、子供さんが飽きずに本当にいい内容のプロデュースをしてるんだなっていう感想をい

ただいておりますし、お話の中にも心に残るやっぱりメッセージが入っているということをお母さ

ん、お父さん方からもいただいて、お子さんにそういう気持ちが育つことは非常に重要だというよ

うなアンケートもいただいております。絞り込みにつきましては、また今年度、反省材料として来

年度に向けて検討していきたいと思います。以上です。 

小澤委員長 学童が少なかったっていうのは、ちょっと意外だなと思いました。そこら辺のところは、

なぜかってところをまた掘り下げておいていただければと思います。お願いします。 
清水こども教育部次長（家庭支援室長） はい。 
小澤委員長 お願いします。 

平林社会教育課長 塩尻短歌大学第９２講、小島ゆかり先生の講演につきましては大変好評でありま

した。その後に、教職員の方を対象にしました小島ゆかり先生の講演会を引き続き開催しましが、

こちらもからも、大変好評でありました。塩尻短歌大学は、毎年継続して開催をしていますが、教

職員を対象とした講演会につきましては、今年試験的に開催させていただいきました。非常に好評

だったことを踏まえまして、、先ほど指摘のありました開催時期等、も含めまして内容を十分検討
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した上で、できれば、来年も継続して実施してまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

小澤委員長 お願いします。 
  事務局のほうから行事をやって、こんなような改善点が出てるとか、課題があるというようなこ

とがありましたら、この場で出していただければありがたいわけであります。いかがでしょうか。 

それでは、また協議会の場で御意見等出していただければと思います。次のほうへ入らさせてい

ただきます。お願いします。 

 
○報告第２号  ８月の行事予定等について 

小澤委員長 報告第２号、８月の行事予定であります。資料の５ページ、目で追っていただくとたく

さんあります。８月１日、２日、教職員の悉皆研修、どちらかに参加する特別支援教育研修会がご

ざいます。 
上條教育企画係長 １件、追加をお願いいたします。８月６日１３時３０分からですけれども、市町

村教育委員会と県教育委員会との懇談会、会場が安曇野市の安曇野庁舎で行われます。委員長さん、

教育長さん、また塩尻市辰野町中学校組合の委員長さん、御出席予定でございますので、よろしく

お願いいたします。 
小澤委員長 定例教育委員会は、８月２２日です。８月の行事予定、よろしいでしょうか。それでは、

ご予定のほうへ入れておいていただきたいと思います。 
 

○報告第３号  後援・共催について 

小澤委員長 報告第３号、後援・共催についてであります。６、７ページであります。よろしいでし

ょうか。 

渡辺職務代理者 ちょっとお聞きしたいんですけど、３１番の「隣る人（となるひと）」って言うん

ですか、この映画。どんな内容の映画なんでしょうか。 

小澤委員長 わかったらお願いします。 

平林社会教育課長 実際に映画を見ておりませんが、後援申請の資料によりますと、親と暮らせない

子供たちと隣り合う保育士たち、そして子供たちと再び暮らすことを願う親。そういった児童養護

施設の日常を追う８年間のドキュメンタリー映画のようであります。 

小澤委員長 共催・後援、よろしいでしょうか。 

さっきの行事等報告について、１つつけ加えさせてもらうことでよろしいでしょうか、市民音楽

祭の件で。７月２１日にコーラスの部が行われ、山田教育長もタクトを振られたわけであります。

中ホールが満席でありました。最後まで聞き入っている姿があり、感動したわけでありますけれど

も、７月２１日のコーラスのときの声であります。ある方が、パンフレットをこうやってめくって

いて、７月８日、管弦楽があったわけであります。その部分を見ながら、もし早くにパンフレット

を見て管弦楽の曲目を知っていれば、そっちにも参加したかったのにねっていう声があったんです。

それを聞いて、そうか、当日パンフレットを配布するんじゃなくて、例えば教育委員会の社会教育

課の窓口とかに置いておいて、御希望の方に手渡すとか、そういう方途があれば、もっともっと市

民のニーズに応ずるというのか、期待に応えられるなと、そんなことを思いました。そんなことを

考えてやっていただければ、ありがたいなと思います。要望です。 

平林社会教育課長 要望でよろしいですか。 

  

○報告第４号  平成２５年度事務事業評価について 

小澤委員長 それでは、きょうのメインでございます。報告第４号、平成２５年度事務事業評価につ
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いてを検討し合いたいと思います。各部長さん方に御説明をいただきたいわけであります。伊東館

長さん、この後公務がありますので、最初に図書館のほうから始めてよろしいでしょうか。 

上條教育企画係長 それでは、私のほうから概要につきまして説明させていただきます。事務事業評

価につきましては、協働企画部企画課の主管で各部の全事業につきまして評価をしております。き

ょうお示しいたしましたのは、そのうち教育委員会事務局関係分でございます。各部の扉に事務事

業評価総括表がございますが、そこに出ている一覧、全ての事務事業につきまして、事務事業評価

をしております。今回お示しをしておりますのは、総括表中、理事者ヒヤリングという項がありま

すが、①主要事業の欄に丸印がついている事業の分を、教育委員会事務局の主要な事業の事務事業

評価ということで報告をさせていただくものでございます。 
それぞれの事業評価シートにつきましては、ここにお示しをしておりますけれども、今年度から

若干様式が変わっております。各事業ごとに右のページの３のところにございますように前年度中

に実施した事業の取組み内容及び成果、課題。それから内部評価ということで、その施策を評価す

る上での指標及びその実績値、また今後の方針につきましてＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄということでお示しを

してございます。また、その下に数字が入った表がありますけれども、これは事業の今後の方針を

定める上での評価をしたものでございます。現在、内部評価が終わりまして、今後外部評価をして

いくという段階でございますけれども、その評価の中間報告ということで今回報告をさせていただ

きます。また、これにつきましては、教育委員の皆さんに今後各事業について評価の上、御意見、

御提言をいただきまして、例年行っております教育委員会が所管する事務事業に係る自己点検・評

価の公表につなげていきたいということでございますので、よろしくお願いいたします。 
それでは、各課の事業評価の結果につきまして、各課長から説明をしていただきますけれども、

先ほどありましたように図書館長が所用で退席するということで、図書館の部分を先に行いまして、

その後、こども教育部、生涯学習部、市民交流センター、それぞれ課長さん方からの説明、質疑と

いうことで進めていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

伊東市民交流センター次長（図書館長） まことに申しわけありません。今、お手元に、いせひでこ

さんの原画展と講演会のチラシを配らせていただきましたが、つい先ほど、いせさん御自身がちょ

っとこちらへ打ち合わせに来たいということで、今、向かっているという連絡が突然入ってしまい

まして、こんなことをさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

  ページで、５４、５５ページになります。図書館の主要事業ということですが、そこにあります

とおり図書館事業諸経費、この中に平成２４年度実績につきましては、ほとんどのものが入ってお

りまして、これ１件の提出になってございます。事業評価ということですので、決算等に使える部

分もありますが、３番、４番、５５ページの上の部分見ていただけたらと思います。平成２４年度

中に実施した事業の取組み内容の主な内容ですが、図書館につきましては資料、そして人というこ

とでございます。資料の購入につきましては１万５，０００冊余の購入を進めたということでござ

います。それから「信州しおじり本の寺子屋」、講座を開催いたしまして、１，１２１人参加とい

うのは、大小合わせて２０講座の合計の人数となっております。少ないものは２０人程度、多いも

のは百数十名というような数でございます。それから、調査、相談、照会ということで、レファレ

ンスと通常言っておりますが、この７，９５２件につきましては、単純な問い合わせも全て含めた

数字ということで、約８，０００件の問い合わせに年間として対応しているというような数字で、

ここに示させていただきました。成果、課題等は、そこにあるとおりでございます。 

  内部評価は４番といたしまして、施策の部分がメインになりますが、図書館としましては課題解

決型図書館の実現ということで、レファレンス数をメインの指標に置いております。後期基本計画

で、年間５００件のレファレンスを受けるということに目標を置いておりますが、１，４７８件、
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前年度につきましては受けたということで、例年前年を上回る数で来ているという数字になってお

ります。 

あと成果のところに個人貸出冊数６７万９，０００冊というのがございますが、貸出冊数はメイ

ン目標には置いておりませんけれど、塩尻市の人口が６万７，０００人ということで、念願ではあ

ります１人当たり１０冊という貸出冊数を平成２４年度、やっと乗ることができたというような結

果になってございます。概略ですが、以上でございます。 

小澤委員長 館長さん、退席されますので、５４、５５ページに限って、委員のほうから御意見、御

質問等あったら、ここでお寄せください。 

来館者数４４万人、ここの市民交流センターに入られる方は約６８万人、７０％は図書館に足を

運んでるんです。すごいことだなということを思います。その人たちのニーズに応えるということ

で、図書館としては課題解決、レファレンスに重点を置くという方向を示されているわけでありま

す。やっぱり市民のニーズというのは、レファレンスという方向に向いているわけですか。 

伊東市民交流センター次長（図書館長） 数が間違いなくふえてますので、そういう使い方が図書館

にはあるんだという周知は、徐々ですけれど進んでいるかなという手応えは感じております。 

小澤委員長 ありがとうございます。図書館関係よろしいですか。ありがとうございました。 

  では、こども教育部のほうへ入ってまいります。４ページからであります。小林さんお願いしま

す。 

小林教育総務課長 それでは、教育総務課の関係から始めさせていただきます。４、５ページ、まず

「笑顔で登校」推進事業でございます。こちらの事業は、小中学校の不登校傾向児童・生徒に対し

まして、個々の状況に応じたきめ細かなフォローや未然防止策を行っていくというものでございま

す。 
  具体的な取組み内容につきましては、５ページの上の段、３番の四角の中をごらんいただきたい

と思いますけれども、今申し上げましたような学校不適応児童等に対しまして、県教委派遣の指導

主事を中核に、学校、家庭、行政、関係機関等が包括的に、きめ細やかな相談、連絡調整等の支援

を行うというものでございます。この県教委派遣の指導主事は田野先生ということで、教育総務課

に配属になっております。また、昨年度につきましては、「子と親の心の相談員」を市費で一人雇

用いたしまして、片丘小に拠点校という形で配置をしております。また、実務上は、教育センター

の相談員の皆様方とか、児童相談所、との連携をして対応していくというものでございます。その

ほかの事業といたしましては、昨年度、中学校１年生全員にＱ－Ｕアンケート（学級満足度調査）

を実施いたしまして、その分析、活用等を図りながら、学級経営に活かすための取組みを行ってま

いりました。 

成果といたしましては、不登校児童生徒の在籍率は、長野県下でも低い水準にあり、良好な状況

と言えます。指導主事を中核とした支援体制が確立いたしまして、児童生徒の不登校対策や学校不

適応対策等により、良好な学校環境が保たれるとともに家庭支援へもつながっているというもので

ございます。 

今後の課題といたしましては、不登校要因が非常に多様化しておりまして、また低年齢化が進ん

でいるということで、今後は、先ほど教育長のお話にもございましたけれども、元気っ子応援事業

との連携をさらに深めるなど、小学校の不登校対策を強化することにより、未然防止を図っていく

必要があるというふうに感じております。 

その中で、内部評価の部分につきましては、Ｑ－Ｕテストの実施を昨年度、中学校１年生につき

まして前期と後期、それぞれ１回ずつを行っており、２回という形になっております。専門家から

は、このＱ－Ｕテスト全般を見ると、塩尻市の学校は、安定した状況であるというような評価をい
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ただいていると聞いております。次に、不登校児童生徒数の在籍比率も０．３６％ということです

が、具体的には小学校で６人、中学校では１５人という形になっておりまして、それぞれ前年度か

ら１人ずつ減少しております。 

そして、今後の活動方針といたしましては、今、実績が上がっている部分でございますので、計

画どおりに今後事業を進めていることが適当という形で評価をしてございます。 

続きまして、６、７ページをお願いいたします。塩嶺体験学習の家運営諸経費でございます。こ

れは、北小野にあります塩嶺体験学習の家を活用いたしまして、生きる力を育むための講座等を行

っているものでございます。取組みの内容といたしましては、「こども未来塾」という形で、多くの

児童生徒が体験学習を通じて生きる力を育んでいくというものでございます。 

成果といたしましては、宿泊、日帰り利用者数は２，２２５人という形になっております。ただ

し、これは、前年度比３４４人の減少となっております。宿泊の方が減少しております。その分、

日帰りの方が増えている状況になっています。なお、「こども未来塾」の開催につきましては全部で

１１回、３８８人の参加という実績になっております。 

課題といたしましては、やはり体験学習の家の平日の利用促進ということが課題でありまして、

生涯学習施設としての機能強化が必要であり、さまざまな体験学習の指導者の育成やネットワーク

化を図った上で、多彩な体験学習メニューをそろえるなど利用促進に努めていきたいと思っており

ます。 

活動の内容につきましては、内部評価といたしましては、小中学生のリーダー研修の開催という

形の中で、これは４回、いずれも日帰りでございます。小学校につきましては、それぞれ６年生、

中学校につきましては３年生、２年生という形でやってございます。 

今後の方針ですけれども、Ｂということで、事業の進め方の改善の検討という部分がありますが、

これは、対平成２３年度と比較して、やはり利用者数が減っているという部分で、利用者数の増に

向けた、カリキュラム、講座の見直しですとか、あるいは誘客について考えていかなければならな

いということでございます。 

続きまして、８、９ページをお願いいたします。中学校３０人規模学級拡大事業でございます。

これは、新学習指導要領、平成２４年度から完全実施されておりますけれども、この要領に対応い

たしまして、生徒の個に応じたきめ細やかな指導の充実、学力の向上という形を踏まえる中で、３

０人規模学級を拡大したというものでございます。国の計画より３年前倒しで中学校１学年３０人

規模を導入いたしまして、平成２４年度は２学年に拡大して、塩尻中学と丘中でそれぞれ全体で１

学級ずつ、合計２学級ふえているという形になっております。この平成２５年度からは、完全に全

中学校が３０人対応になっているという状況でございます。 

成果といたしましては、やはり少人数化によりまして、落ちついた学級運営やきめ細やかな生徒

指導が可能になってきていると。その結果、不登校対策、学校不適応対策にもつながっているとい

うことでございます。あとは、学級数が増加しておりますので、教職員の確保や配置の部分が課題

になってきているというものでございます。この事業では、活動の内容といたしましては、教室増

加に伴う備品購入という形で各種机、椅子、それからストーブ、それから扇風機、あとテレビです

とか、そういった備品等の購入を行ってございます。これは２校分でございます。あと不登校生徒

数の減少ということで、中学校につきましては、先ほど申し上げましたように１人の減少という形

になっておりまして、これは、今後の方針は、学級数の拡大は完了しておりますので、平成２４年

度で完了という形であり、計画どおりに事業が進められてよかったということでございます。教育

総務課は以上でございます。 

羽多野こども課長 引き続きまして、こども課関係をお願いいたします。１０、１１ページをお願い
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いたします。児童福祉事務補助金ということで、大変ちょっとわかりづらい中身で申しわけありま

せんが、平成２５年度の予算からわかりやすくということで、民間保育所支援事業というふうに名

称を変えてございますけれども、中身はですね、１１ページの上の３番のところにございますよう

に、社会福祉法人立の保育園２園に対しまして、保育所運営費の支給、それから認可外の保育所に

対します補助金の交付を行ったものでございます。まず、平成２４年、昨年の４月から塩尻市に初

めて民間の保育所というものができまして、そちらのほうの運営費と、それから延長保育、低年齢

児保育に要する費用の補助ということで、サン・サン保育園、これは駅前の保育園でございますけ

れども、グレイスフル塩尻の中にございます。と、それからよしだ保育園、吉田地区にございます

よしだ幼稚園と併設をされているものでございますけれども、この２園に対しまして、そこに書い

てございますような運営費、それから延長保育等の運営費につきまして負担金を支払ってございま

す。 
それから、次の中ポツでございますが、乳幼児を受け入れている認可外の民間保育所に対しての

運営費の補助金ということで、塩尻市のお子さんが通っていらっしゃる認可外の保育所ということ

で、キッズワールドという松本市の出川にございますが、この施設と、それから自然ランド・バン

バン、旧小曽部保育園の園舎を使ってございますけれども、こちらの事業に対しまして補助金を交

付してございます。 
成果といたしましては、大変、民間の保育所にいたしましても、それから認可外の保育所にいた

しましてもそうなんですが、運営が大変不安定な部分が最初ございますので、そこに対しまして公

費の補助を入れることによりまして、安定した運営ができたというような部分、それから安定した

運営と保護者の負担の軽減に寄与ができたんじゃないかというふうに考えております。 
課題といたしましては、先ほど来ちょっとお話をしておりますけれども、保育園が市制をしてか

ら五十数年公立の保育園だけでやってきておりましたので、２つの民間の保育園ができたことによ

りまして、その部分で、保育園は公立という、どうしても既成概念が多くてですね、そこの部分を

打破する部分にはもうちょっとＰＲが必要かなということで、課題として挙げさせていただいてご

ざいます。 

内部評価といたしましては、成果シートのほうでごらんいただければわかりますが、民間保育所

の定員に対する入園者の割合ということで、５３％ということで書いてございます。これは、サン・

サン保育園につきましては、６０人の定員につきまして５７人ということで、ほぼ１００％に近い

わけでございますが、よしだ保育園のほうが定員１０５に対して、まだ昨年度の段階で３１人とい

うことでございまして、トータルいたしますと５３％そこそこということでございますので、この

率を上げてまいりたいというふうに考えております。今後の方針につきましては、計画どおりに今

後も進めてまいりたいということでございます。 

次のページ、１２、１３ページをお願いいたします。今度は１６園、公立の保育園の保育所運営

費の関係でございます。公立保育園につきましては１６園ということで、年間２９３日の保育を提

供してまいりました。同じく１３ページの取組み内容のところをごらんいただきたいと思いますけ

れども、児童数につきましては、１６園で１，６９１人でございます。これは平成２５年、ことし

の３月１日現在の数字なんですが、昨年が１，８１２人ということで、１２１人減っておりますが、

先ほども説明をさせていただきました２つの民間保育園が８８人ございますので、それをカウント

いたしますと３３人の減ということになります。お子さんの数が減っている中で、未満児のお子さ

んがふえているということが、次の特別保育事業のところでございますけれども、アのところに未

満児保育事業ということで、生後６カ月から２歳児までを受け入れておりますが３４４人、民間の

ほうに５１人入っておりますので、３９５人の未満児保育を行っております。これは昨年３８２人
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でしたので、やはりふえているというようなこと。それから長時間保育につきましても、共働きを

されているという中で需用がふえている中で、お子さんを長時間、午後６時、あるいは午後８時と

いう、その時間帯がございますけれども、園によりましてそのような需用に応えているという実態

でございます。 

それからその下の給食調理の効率化の関係でございますが、給食調理の業務委託ということで、

昨年吉田原保育園を加えまして１６園中１４園を調理委託をしてまいりました。課題のところにも

ございますけれども、低年齢児が大変ふえておりまして、保育士、それから保育室が不足している

ということ。それから障害児や特別配慮児童が増加をしていて、加配保育士が不足をしているとい

う状況でございます。 

内部評価のほうでございますけれども、保育事業の両立支援の充実度ということで、目標値７５％

に対しまして実績値が４１％となっております。これは満足度調査の中で数字をカウントしており

ますが、３割くらいがわからないという答えが入っております。これは、御自身が子育てをしてい

る世代でなかったりする場合に、３割の皆さんがわからないという評価をされてるものですから、

それを除きますと６０．９％ということで、若干目標値には近づいても来るのかなというふうに考

えております。それから、一般事業主行動計画策定率というところで、これがなぜここに入ってい

るかということなんですが、これは、いわゆるイクメンと言いますか、男性の育児への参画が大変

遅れているという中でですね、事業主、会社のほうでですね、奥さんの産休、育休ももちろんなん

ですが、男性の社員にもそういう休暇をとりやすい環境をつくるというようなことで、そういう行

動計画をつくることが義務づけられております。そちらのほうの実施率ということがございまして、

１０１人以上の中で、塩尻市では１７社中１６社が制定をしたということで、９４％という数字を

載せさせていただいてございます。なお、待機児童数につきましては、塩尻市は当然ゼロでござい

ますが、県内も全てゼロということになっております。今後の方針も同じくＡということでお願い

したいと思います。 

次、１４、１５ページでございます。児童館・児童クラブ運営諸経費でございますが、児童館と

児童クラブにつきましては、児童館というのはゼロ歳から１８歳までの子供に健全な遊びを提供し

て、その心身の健康を増進し、情緒を豊かにすることを目的とした児童厚生施設でございます。一

方、児童クラブのほうはですね、昼間親が就労等によりまして家庭にいない児童に対しまして、適

切な遊びや生活の場を提供するというものでございます。１５ページの上のところに書いてござい

ます実績値で御紹介いたしますが、児童館の延べ利用人数というところ、平成２４年度７万６，０

００人余ございますが、括弧内の最初の数字がそのうちの児童クラブの利用者数でございまして、

全体の利用者の８５％が児童クラブの利用者、平成２３年度になりましては９２％ということで、

児童館の利用者のほとんどが児童クラブの利用者であるということが言えるかと思います。 

成果といたしましては、保護者の子育てと仕事の両立支援をお手伝いをすることができたという

ふうに考えております。 

課題の部分でございますけれども、子ども・子育て支援法というのが昨年の８月にできまして、

今後、今まで３年生までを見ていたわけでございますが、６年生までというような拡大のことがう

たわれております。実際に現在も児童クラブにおきましては、４年生以上の受け入れの希望が大変

多いということ。それから長時間の預かりを希望される時間延長ですが、そういうものがございま

すので、今後行います子ども・子育て支援事業計画にのっとったアンケートの中にも調査項目を設

けますけれども、ただ調査をいたしますと需用部分が大変高く出てくる、要するに自分が使おうが

使うまいが、そういう制度があるならば、そういう施設をつくっておいていただきたいっていう希

望は当然高く出てまいりますので、実際に塩尻市は児童クラブの利用につきましては無料化でやっ
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ておりますが、今後は、他市の状況を見る中で県内でも２市だけが無料ということでございますの

で、有料化を含めて検討をさせていただきたいということで、課題として挙げさせていただいてご

ざいます。 

  内部評価のところで成果指標でございますが、あそびの広場の延べ参加者数ということで書いて

ございます。これは、児童館、原則として午前中はあいているものですから、そのあいているとこ

ろを利用いたしまして、未就園児と保護者に対しまして施設を開放いたしまして、それから保育園

との交流事業を実施をいたしまして、子育ての育児相談等もそこでやっているというようなことで、

この参加者数を載せていただいてございます。今後の方針につきましては、先ほど挙げました課題

等がございますので、Ｂということで、今後検討させていただきたいということでございます。以

上です。 

清水こども教育部次長（家庭支援室長） 引き続き家庭支援室事業ですけれども、ページ、１６、１

７ページからお願いします。１つ目ですけども、家庭教育支援事業諸経費の事業です。１７ページ、

３番のところですけれども、具体的な活動内容についてはそちらに載せてあるとおりです。上から

３つ目のポツですけども、家庭児童相談全般に関しては、継続相談を含めて昨年度６３４件の相談

を受けてまいりました。うち新規の虐待件数ということで、うちのほうでカウントしているのが３

０件あります。それから、人権学習についてのＣＡＰワークショップですけれども、昨年度３小学

校で開催をしまして、参加者、児童が６７８人、教職員７２人、保護者１２２人ということです。

こちら、先日も教職員の資質について意見等出てましたけれども、教職員の人権感覚が非常に重視

されているという中で、塩尻市は先駆的に教職員の方にも人権学習のプログラムを実施していると

いうところで、今後も継続していきたいと考えています。 
  課題ですけれども、本当に新聞を開くとなかなか虐待の悲惨な事件等載ってるんですけれども、

非常に市内におきましても相談が複雑化、深刻化している実態があります。先ほどの件数のとおり、

新規相談と継続相談含めますと毎年増加している実態があるということで、相談体制の整備が課題

になってきております。 

内部評価としましては、施策目標、過去に掲げた部分が、そういった部分での虐待防止の啓発の

年間参加者数ということで、目標値１，０００人のところを実績値７００人ということで、これに

ついては、上にも載せました駅前での啓蒙・啓発活動の人数に載せてあります。それから、子供の

人権学習会への年間参加者数ということで、こちらも先ほど３小学校で開催したワークショップの

参加者人数の合計になっています。 

成果につきましては、虐待による子供の死亡者数をゼロということで掲げてますので、そういう

成果があったというところです。 

引き続きまして、次のページ、１８、１９ページですけれども、元気っ子応援事業についてであ

ります。こちらも右ページ、昨年度の取組み内容を載せてありますが、昨年度、元気っ子相談、５

６９人に対して保護者との面談等を行いました。これは９８％以上ということで、塩尻市で掲げて

いる理念、全てのお子さんの健やかな成長を願ってという元気っ子応援事業の理念に基づいた中で

は、９８％の相談をしているというところは成果かなというふうに考えています。そのほかフォロ

ーアップ等々実施をしてまいりました。 

課題としまして、平成２６年度には、いよいよ先ほど教育長先生のほうからもお話がありました

ように、元気っ子応援事業が平成１８年度からスタートしまして、最初のお子さんがいよいよ来年

度中学に上がることになります。そちらでの小学校や中学校への継続的なフォローアップ体制等々、

あるいは支援方法が課題になってきております。 

施策内部評価について、施策指標ですけれども、元気っ子応援事業の個別支援保育の実施園数っ
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ていうのが載っております。これについては、全て公立保育園１６園については実施をしていると

いうところです。 

それから成果につきましては、フォローアップの保育園と小学校との連携ということで、上にも

載せましたけれども、保育園のフォローアップに小学校の先生が、小学校のフォローアップに保育

園の保育士の先生がということで、人的交流が進んだということで成果として載せさせていただき

ました。 

今後の方針につきましては、計画どおりに事業を進めるということで、これも試行錯誤しながら

新たなステージに入っていきますので、検討しながら進めていきたいというふうに考えています。 

次に、まなびサポート事業であります。ページ、２０、２１ページ。同じく右側のページで、前

年度に実施した内容が載っております。これは特別支援教育の推進に向けて、塩尻市としては特別

支援講師、嘱託職員ですけども計画的に増員を進めております。１校１人を目標に今まで増員をか

けてきたところです。それから支援介助員は臨時職員で、こちらも年次計画的に増員を進めている

ところで、平成２３年度からスタートをしております。昨年の実績としましては、特別支援講師１

３人、それから支援介助員１０人の配置をしたところです。 

あと課題ですけれども、特に先ほど来も出ておりますけれども、一人一人の教育的ニーズがまさ

に多様化してきております。その支援方法が大変難しく、人をつければいいということではなくて、

その支援の質が問われておりますので、先ほど来出ておりますチームによる支援体制をいかにつく

っていくかと。あと効率的な支援をどうつくっていくかということを今後検討していかなければい

けないのかなというふうに考えております。 

内部評価ですけども、施策、小中学校への特別支援講師の配置人数ということで、こちらは先ほ

ど増員目標ということで掲げております。実績値１３人ということです。昨年度１人増員して１３

人ということで、その１人の増員した部分で児童、生徒、教育的ニーズの支援に入った生徒のほう

ですけども３人ということです。今後も計画的に事業を進めていきたいというふうに考えておりま

す。家庭支援室は以上です。 

小澤委員長 以上、こども教育部にかかわる事業についての評価、課長さんから説明していただきま

した。小島委員を除いて我々３人、昨年度かかわってきたことであります。１年間一緒に歩む中で、

それぞれの場で御意見等賜ってきたわけであります。きょう改めて１年間の足跡を振り返って、御

意見等寄せていただければありがたいわけでありますけれど、お願いいたします。 

石井委員 まず最初のページですけれども、今後の方針のところにＡ、Ｂ、Ｃというランクづけがさ

れておりますけれども、これは、今後推進していく、やめろとかっていう、そんな感じのランクづ

けですか。 

小澤委員長 まず、その位置づけについてお願いします。 

上條教育企画係長 ２、３ページの今後の方針というのは、先ほど説明させていただきました見開き

の事業評価シートの内部評価のところの今後の方針、例えば５ページではＡと入っておりますけれ

ども、Ａにつきましては、その右に書いてありますように、「計画どおりに事業を進めることが適

当である」という判断でございます。Ｂと入っているものにつきましては、「事業の進め方の改善

の検討が必要である」という評価です。そのＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄに対応した記号がこの今後の方針のと

ころに入っているということですので、よろしくお願いいたします。 

石井委員 そうすると、別にＣになったらやめるという意味じゃなくて、研究をして、また続行をす

るということでよろしいわけですね。 

上條教育企画係長 はい。「事業の抜本的見直し、休・廃止の検討」というのがＤでございます。廃

止等の検討が必要なものについては、Ｄの評価になります。 
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 また、説明がないとわからない部分がございまして、今後の方針の下に公的関与、妥当性、有効

性、効率性（実施主体）、効率性（経済性・手法）のところに数字が入っておりまして、網かけがし

てございます。これにつきましては、後ほどこの数字に対応する資料をお手元にお届けいたします

ので、それをごらんいただきたいと思います。基本的な見方といたしましては、公的関与という欄

はですね、公的関与の種類を示しておりまして、１に網かけがしてあるものについては、法律で実

施が義務付けられている事務事業です。２以降につきまして、後ほど資料を差し上げたいと思いま

す。それからその下の妥当性、有効性、効率性等につきましては、ここに網かけがついたものほど、

それぞれの観点から、事務事業の見直しの必要があることを示しております。公的関与、１のとこ

ろに網かけがあって、その下に網かけがないものにつきましては、基本的には市が実施すべき事業

で、今後も継続して行っていく必要があると判断されるものです。よろしくお願いいたします。 

石井委員 もう１点よろしいですか。１５ページです。ちょっと細かな質問で申しわけないですけど、

児童クラブの有料化っていうことが、今後の課題として載ってますけれども、具体的にまだ方針は

出てるわけじゃないですか。 

羽多野こども課長 今のところまだ、すぐに有料化をしていこうということ、考えは持っておりませ

ん。けれども、実際に、先ほども言いましたように、これからアンケートをとるときにですね、例

えば、今、午後６時までやってますとかいうものを午後７時まで延長したほうがいいと思うかとか

という聞き方をしますと、当然誰しもが午後７時まで、自分は午後６時までしか使わないかもしれ

ないけれども、使いたいときに午後７時まであったほうが便利だということを考えれば、誰しもが

午後７時までは当然希望すると思うんですね。そういう数字ばっかり集めてしまいますと、需用と

いうのはうんと大きくなってしまうもんですから、実際に使うか使わないかっていうのもわからな

い数字になってしまうということもございまして、そういうことではなくて、実際に使うとした場

合には、それを適用がですね、負担をしてでも使いたいよっていうような聞き方っていうものも手

法の中では必要かなというところで、実際にですね、１９市ございますけれども、先ほどもちょっ

と言いましたように２市が無料、塩尻市を入れまして３市なんですが、それ以外は月２，０００円

から１万２，０００円と幅はありますけれども、そういうような利用料を取っている自治体が大変

多いもんですから、そういうものも検討しながら今後考えていきたいということでございます。 

石井委員 何でもかんでも無料、無料ってこともどうかなとは思いますけれど、受益者負担ていうの

は当然あってしかるべきだと思うんだけども、あまり今の例じゃないけど、１万２，０００円もっ

ていうようなことになってくると、ちょっと問題が出てくるかなと。預けようとしてもっていうよ

うなことが出てくるんではないかと思いますので、ちょっとお聞きしたわけです。 

  それから、ついでに２１ページですけれども、これを私はですね、この間まで塩尻市はすごく優

遇されているんじゃないかなというふうに思って自負をしてたわけですけれども、先生たちが忙し

い、忙しいというようなことで、県の方針もありますし、塩尻市の考え方もありますけれども、特

別支援員の配置とかっていうようなことについて、非常に先生方は望まれておると。私はその席上

で、いや、塩尻市はそんなことはない。今までどこの学校に行っても非常に塩尻市は理解が厚くて、

十分やっていただいているっていうような話を聞いてましたけども、全くその逆な話が出て来たも

んだから驚いているわけですけども。そういったことで、今後、この支援員とか、そういったもの

についての増員っていうようなことも、よろしくお願いをしたいなというふうに思います。以上で

す。 

渡辺職務代理者 元気っ子応援事業に関してなんですけれども、私も、ことし、ちょっと保育園のほ

うを見させていただきました。小さいときから１８歳までフォローしていくっていうお話だったと

思うんですけども、義務教育のうちまでは、市の関与っていうのは結構楽にできる。ある程度、楽
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にって言い方はおかしいんですけど、関与できると思うんですけども、中学から高校へ行くときの、

あるいは高校へ上がってからの関与の仕方の具体的なイメージってものが、ちょっと私、つかめな

いんですけども、それについては、どのようなことをお考えなんでしょうか。 

清水こども教育部次長（家庭支援室長） そうですね、今現在も既に高校に入られている方の御相談

も実はいただいております。中学まで義務教育で、今、高校自体も相当幅広い採用、採用って言い

ますか、入学ができる、通信制を含めてなんですけれども。そちらに行ったときになかなか支援が

ない場合もあるもんですから、その保護者からお子さんについての相談もあります。当然ですけど

も、そのお子さんの育ちに応じてさまざまな支援のメニューが変わってくるかと思いますので、特

に高校ということになれば、要は社会に出てからの方向性みたいなのが、保護者とすれば一番関心

事だと思いますので、そうした部分で言えば、若者サポートステーションですとか、あるいは松本

圏域の障害者総合支援センターですとか、そちらのほうのネットワーク、もう既に高校まで入って

おりますので、そういうネットワークを使って、先ほどチーム支援と言いましたけれども、そのネ

ットワークの中でそれぞれの役割でその子の必要な支援のメニューをつくっていくと、そういう形

にならざるを得ないというふうに思っています。というのは、高校になりますと当然塩尻圏域って

言いますか、塩尻市内から出られるお子さんが非常に多くなることも考えられますので、その辺に

ついては、やっぱり広域的なネットワークを持って、必要な支援のメニューをつくっていくという

形になるかと思います。そんなイメージを今のところ持っているということで、既に県も含めまし

て高校のほうのそういった部分の支援が薄い部分を、松本圏域の障害者総合支援センターなんかは

重点的に高校に入るとかっていうメニューもつくっておりますので、その辺の情報も収集しながら

ネットワークを広げていきたいというふうに考えています。 

小澤委員長 全てにわたってお聞きしたなと思うわけであります。 

まず最初に後ろから、２１ページであります。４番内部評価の成果、増員加配により特別な支援

を受けるという子供が３人おられるということであります。学校訪問をしておりまして、増員され

た教員に見守られて明るくやっておられる。大変いいことだとは思うわけでありますけれども、次

長さんもおっしゃったように、将来についてはまたよりよい方向を探っていかなければいけないと、

そういうようなコメントがありました。私も同感であります。現在校にいるのがいいのか、あるい

は、もっと将来に向かって専門的な生き力をつけるべく、しかるべき学校に行ったほうがいいのか、

そこの見きわめをきちんとしていかなければ子供にとって不利になるかなと、そんなことを思いま

す。きょうの新聞ですか、生坂村が副学籍校というような制度を活用している、取り入れたという

新聞記事が載っておりましたけれども、塩尻市も、重度の障害を抱える子供たちにとって副学籍と

いうようなシステムを取る方向を探っているかどうか、あるいは、そういうものを求める方向があ

るかどうか、お聞かせいただければと思います。 

それから、１５ページであります。過日、中村議員のほうからも、この児童館と児童クラブの併

用、共存について御意見があったわけであります。子供たちの中には、児童館はフリーで縛りがな

い、自由に自分の好きなことができる。児童クラブの場合には、先生のもとにある程度の縛りがあ

るということで、子供たちにとってそのニーズが違ってくるわけであります。この両立が非常に難

しいと。現在、児童館においては、１人あるいは２人の先生が、児童館の子供、あるいは児童クラ

ブの子供の面倒を見ているわけですけれども、非常に過重負担に陥ってはいないのかなというよう

なことを思うわけであります。そこら辺の整理をどうやっていくのか。中村議員のほうでは、いっ

そのこと児童館を児童クラブのほうへ渡して、法的にそれがいいかどうかはわかりませんけども、

児童館は地域の公民館みたいなところへ移して、そして指導者を地域の人材のほうにやってもらう

のはどうかと。そこへ幾らかの報酬を出して地域の方がかかわる制度にしたらどうかというような
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意見をいただいているわけであります。そんな方向もまた視野に入れたらどうかなと、そんなこと

を思いました。 

それから、１３ページでありますけれども、塩尻市にも保育室が足りないってことは大体うすう

すわかるんですけれども、保育士が恒常的に不足している状況があることは、ちょっと意外に思っ

たわけであります。昨日もＮＨＫ７時半から、保育士の不足問題を放映しておりました。なぜ足り

なくなるんだというのは、やめちゃうわけであります。そのやめちゃう理由というのは、時間の負

担、体力の負担、過重負担ですね。もう１個は、保護者のニーズに合った保育内容に応じられない。

力量不足ということがあるようであります。幸いにして、塩尻市の場合には、やめる保育さんとい

うのは少ないんじゃないかなと、そんなことを思います。というのは、私は、元気っ子応援事業の

あの相談の中で、おのずと保育士さんたちが力量アップの機会を得ていると、そんなふうに捉える

わけであります。保育士さんの力量アップのための研修というのにもまた力を入れていただくこと

が、保育士確保につながるんじゃないかなということも思いました。また、市独自の奨学金制度が

あるわけでありますけれども、一部保育士に特化した方向でやるということも１つの手かなとも思

いました。 

それから７ページでありますけれども、塩嶺体験学習の家、本当にすばらしい施設であります。

人数がだんだんと減ってきていると。それについて改善の検討でありますけれども、講座の見直し

とかいろいろ進めていなくちゃいけないなということもありました。生涯学習施設、子供だけに使

えと言っても、そこには無理がくるだろうなと思い、その解決の糸口は、やっぱし大人向けだろう

なと思うわけであります。当然やっておられると思うんですが、ロマン大学だとか大学院との連携

というのはどうなっているかなということを、聞きたい思いであります。そして、体験学習メニュ

ーをそろえるというスタンスでありますけれども、こちらが何でもかんでもやってあげるというス

タンスではなくて、利用者みずからが自分たちの好きなことを自分たちでつくっていくと。そうす

るためにはコーディネーターが必要になってくるわけでありますけれども、そういう受け身ではな

くて、自分たちで主体となれるような方向が取れればいいななんてことも思いました。 

それから５ページであります。全県に先駆けて生徒指導の指導主事を配置した。これによって中

１ギャップが解消したり、あるいは不登校の子供たちの数字が低く抑えられたり、生活指導、生徒

指導問題について早めに手を打つ、いい効果があるわけであります。不登校については、小学校か

らの芽があるという報告はいただいております。そして、一番ショックなのは、その他の欠席がこ

のごろ多くなっていると。その他の欠席、ここのところへアプローチしてかなくてはいけないんだ

ろうなと思われる。その他の欠席って何だって言ったら、家庭に起因することが多いという返答を

いただいたわけであります。欠席することにあまり抵抗感のない親、そこら辺のところをどういう

ふうにアプローチしていったらいいのかななんてことを思うわけであります。今後、その他の欠席

への手立てを講じていく必要があると、そんなことを思っております。 

以上、羅列的に思ったことを言いました。こども教育部については以上であります。もし何か御

意見等があったらお願いします。 

清水こども教育部次長（家庭支援室長） 副学籍についてですけれども、私も勉強不足でいけないん

ですけれども、最近聞く言葉かなというふうに思っています。先日の生坂村の記事も当然読みまし

たけれども、市内でも、先ほど来委員長先生も言っておられた、成長の過程で障害等をお持ちのお

子さんがどこの就学の場が一番その子に適しているかって、非常に難しい状況です。今も、７月か

ら就学指導委員会がスタートしておりますけれども、就学相談等々も随時行っているところです。

そうした中で、保護者の一部と言いますか、保護者の方は地域の友だちと一緒に同じ学校で、これ

はインクルーシブな教育の基本理念かもしれないんですけれども、ともに学ぶというところが重要



 - 17 -

だって考える保護者の方もおられます。かといって、ドクターに言わせると、１０歳までが基本的

な子供の基本的な体幹機能等をリハビリ等する場合については、１０歳が１つのめどということも

聞いておりますので。要は、普通学校という学習の場にその子がいることが、その子の将来にとっ

ていいのか、あるいは、やはり今やるべき機能訓練等を重点に置く中で、特別支援学校、あるいは

信濃寮というような選択肢等々を保護者含めて鋭意相談をさせていただいて、全て見学をしていた

だく中で、どういう方向がいいのかということを、塩尻市の場合は就学相談で行っております。 

  今現在、一方で進められているのが特別支援学校と普通学校の地域間交流という形で進めていく

という授業が文言ではうたわれてますけれども、なかなか学校現場の中でそれを行おうと思うとい

ろいろな課題があるというのも実際聞いております。 

  また、副学籍につきましても、基本的には可能だという制度になってきているようですけれども、

現場からすると、やはりそうした場合に、例えば塩尻で言うと、どうしても重度で支援介助員がつ

かなければいけないというのは、恒常的に、基本的には今年度いっぱいはつけられるというような

話になるんですけど、それが定期的にかわるということになると、学校サイドの受入体制等が非常

に難しいのかなというように感じています。例えば、塩尻市が１つの普通学校に支援介助員を配置

しなければいけないお子さんが入る場合に、療育コーディネーター等が一緒に現場に入っていただ

いて動線を確認します。段差の問題、トイレの問題等々、あるいは、移動に関する安全性の問題等

が、どうしても受け入れる学校からすると非常に関心度が高くなりますし、保護者にとっても安心・

安全で学べる場かどうかというのは非常に重要な課題になってきておると思いますので、その辺も

一つ一つクリアする中で、選択肢としては可能かと思うんですけれども、塩尻市の規模からすると、

なかなかそれを一斉にというわけにはちょっといかない現状があるのかなと。また今後、研究をさ

せていただければというふうに思っておりますので、よろしくお願いします。以上です。 

羽多野こども課長 初めに１５ページのほうの児童館・児童クラブの関係でございます。厚生員さん

が少ないんではないかということの中でですね、実際には、正規それから嘱託の児童厚生員さんが

館に二、三人ずついらっしゃってですね、要するにお子さんが多くて見る人が少ないというときに

はパートさんも入ったりして対応をしているということで、今、広丘ですとか、それから大門、塩

尻といった本当に密集で多いところは、本当に職員も多く配置してもそれ以上にお子さんががちゃ

がちゃっといるというような状況の中で、負担が大きくなっているという部分は否めない部分があ

ろうかというふうに思いますけれども、今後、場所の問題もございますので、実際に今７０人くら

いが適正な規模だというふうに言われている中で、それを超えて入っているような状況もございま

すので、先ほどちょっとお話にも出ましたけれども、地区センター等の活用等もですね、今後含め

て検討させていただく中で、クラブにつきましては別に児童館でなくてもどこでも事業を実施する

ことが可能となっておりますので、地域の人にそういう部分をまた投げかけていくというようなこ

とも含めた中でですね、検討をさせていただきたいというふうに思っております。 

  それから、保育園の関係でございます。保育士が不足していると言いますのは、塩尻市は、例え

ば１歳児は、国の基準で言いますと６人に１人保育士をつければいいところに、３人に１人という

ことで倍の保育士をつけていたりとかですね、それから４、５歳児につきましても、３０人以上に

１人というところを２５人に１人というようなことで、手厚く保育士をつけているということも基

本的にはございますが、未満児がふえているということでございまして、それで３人子供が入って

来ると１人保育士をつけなきゃいけないというのがですね、年度中途に大変多くなってまいります。

ですから、年度当初は人数を確保して始まるんですけれども、未満児が入りたい入りたいと言って

来たときに、保育士さえいればできるのにというようなことっていうのは出てまいります。実際に

はどうしてやっているかと言いますと、デイ保育と言いまして、市内に７園くらいあるんですが、
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保育園に入っていないお子さんが保育園に１日だけ見てもらいたいと入って来るような、そういう

保育園がございまして、そこに保育士が２人おりますので、そういう先生を先に担任のほうに行っ

てもらって、デイ保育のほうの担当をパートさんを新たに雇ってですね、対応するというようなこ

とで苦肉の策でやっているというような。年間ずっと保育士を募集をかけていて、なかなか１人、

２人やっと見つかるかというような状況で、資格を持っている人は結構いらっしゃるとは思うんで

すけれども、なかなか、さっき委員長先生もおっしゃるようにですね、そういう少ないと言います

か、出て来てくれる人が少ないという部分がございまして、保育士が不足している。退職につきま

しては、病んでやめてしまうという人は確かにそんなにおりません。ただ、若い保育士なんかで、

妊娠をされて、嘱託の保育士の場合にはそういう産休とか育休という制度もございませんので、一

旦退職という形でまた子育てをしていただいて、また復帰をしていただくというようなことでの退

職というものが実際にあるということでございます。以上です。 

小林教育総務長 それでは、順番と言いますか、７ページの塩嶺体験学習の家の関係でございます。

６ページ、７ページですが、やはり利用人数の減少というのが、昨年、顕著に出てしまったという

のが反省点でございますが、平成２３年度につきましては、ＮＰＯ法人が、研修場所として非常に

多く使っていただいたということがございます。具体的には、先ほどの後援・共催の資料の、６ペ

ージ、ネイチャーキッズサマーキャンプというような形で、教育支援協会長野というＮＰＯ法人が

あります。そこが、平成２３年度非常によく使っていただいたということもあります。施設として

はいい施設ですので、そういった、我々のほうで企画運営ということではなくて、ＮＰＯ法人とか、

そういった団体の宿泊地もしくは研修地の１つの候補としてあげていただいて、そこが自主的にメ

ニューをつくってやっていったような形のもの、そういったものについても誘致と言うんですか、

応援もさせていただきたいと思っております。 

全体的なコーディネーターの存在につきましては、こども未来塾の委託運営という中で、持続可

能な松本平創造カンパニーわおん♪さんなどを、コーディネーターにしてやっておりますけれども、

地元のかっつるクラブの皆さんとか、地元でも参画してより積極的な関与をしたいという御意向も

ございます。そういうところの打ち合わせとか意思疎通をより図って行く中で、もっと外の皆さん

の力を活用して、運営をしてまいりたいと考えております。２５年度は、そうした中で体験学習フ

ェアを６月に、そういった関連団体と共催で日中の１日のイベントでしたけども、イベントも開催

させていただいているという状況でございます。 

  その前のページの、「笑顔で登校」事業の不登校要因の中でのその他のケースということで、統計

的にはですね、県が行っております児童の長期欠席者の統計の数字がございまして、その中で先ほ

ど委員長さんがおっしゃられたように、単純に不登校として区別される部分と、病気欠席と、それ

から、その他というような区分で、分けております。その中で、純然たる不登校、その要因がいろ

いろあるかと思いますが、不登校の部分については確かに減少はしてきていますが、その他の複合

的な理由ということで、病気と心理的な要因もしくは家庭的な要因があげられています。また、そ

うしたものが複合しているような場合、そうしたケースが確かにふえてきております。昨日も、学

校訪問連絡会ということで田野先生を初めとして、教育センターの相談員の先生方、中信教育事務

所の先生方、子と親の心の相談員、学校ス－パーバイザーの先生方と一堂に会して情報交換をする

機会がございましたけれども、その中でも、やはり課題になってくるのは、子供の側に主な問題が

あるのではなく、問題ない子が不登校になってしまうというもの、子供に対応するだけではなく、

その親も一緒に応援してくれればいいんですが、逆に親の側が我々の支援を拒絶してしまうという

ケースがございます。 

そういった場合が非常に対応が難しく、行政側から救いの手を差し伸べても、それを拒否してし
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まうという方がおいでです。いろいろな社会的な状況の中で、親の側も病んでしまっていたり、あ

るいは、主義主張の問題で行政の世話にはならないというようなこと、あるいは、生活に目を奪わ

れていってしまい、結果、ネグレクト傾向になってしまうというような場合があり、子供は伸びよ

うとしているのに、親、家族がその伸びを妨げてしまうというような事例が、見受けられます。相

手が大人だけに、なかなか対応の仕方が難しいということがあります。そうした皆さんに対しては、

頻々とアプローチを取っていくということが必要で、当面のところは主眼ではないかなとは思って

いますが、我々としても対応に苦慮しているという状況がございます。 

小澤委員長 ありがとうございました。時間も押して来ておりますので、ここで、こども教育部を打

ち切りたいと思います。お許しください。 

生涯学習部のほうへ移りたいと思います。お願いします。 

平林社会教育課長 総括表は２２、２３ページですが、社会教育課の事業につきまして、説明いたし

ます。 

お手元の資料ページ、２４、２５ページ、全国短歌フォーラム事業から説明いたします。短歌フ

ォーラムですが、塩尻の文化であります短歌を伝統的言語文化として継承しまして普及させるとと

もに、短歌のまち塩尻を全国に発信するために、この全国短歌フォーラムを開催するものでありま

す。 

２５ページ３前年度中に実施した事業の取組み内容及び成果、課題を説明します。取組みの内容

ですが、全国短歌フォーラムｉｎ塩尻の一般の部を９月２８、２９日に、学生の部を１２月１日に

それぞれ開催しています。一般の部ですが、募集案内を５，２２５通発送しまして、投稿数は３，

０１５首、学生の部につきましては、募集案内発送を２，５０５通発送しまして、投稿が１万８９

１首でした。一般の部では、２日目に「塩尻みてある記」を開催しましてが、奈良井宿および短歌

館と歌碑公園等を学ぶ２コースを設定しまして、２１人が参加していります。学生の部では、短歌

学習の取組み状況の発表ということで、市内の小学校２校、中学校１校、小学校は広丘小学校、吉

田小学校、中学校は西部中学校に、それぞれ発表をしていただいております。また、短歌の普及等

のために、地域の人材等を活用しまして、１３校５７学級で短歌づくり教室も実施しています。 

成果ですが、短歌フォーラム等を開催することで、塩尻の文化であります短歌を通じて豊かな心

をはぐくむ教育文化のまちづくりに少しでも貢献できたということであります。 

短歌フォーラムの内容をＮＨＫのＥテレビ、これは昔の教育テレビですが、１時間番組として全

国放映をしています。これにより短歌のまち塩尻を全国にピーアールすることができたのではない

かと考えています。 

短歌フォーラム当日ですが、レザンホールの前庭で市内の特産品の販売や、塩尻のみてある記を

開催することで来塩者に塩尻の地域ブランドを初め、塩尻を知っていただく機会を提供することが

できたのではないかと、思っています。 

４内部評価を説明します。課題ですが、年々短歌愛好者の高齢化が進み、どうしても参加者及び

投稿者数が減少してきております。そんなことから、新たな愛好者の拡大のための対策等の検討が

必要かと思っています。 

内部評価ですが、活動の指標は、ですが、一般の部、学生の部それぞれの投稿依頼の発送通数で

す。目標値が前年度数で、右側の実績数が平成２４年度の実績数値となっています。 

成果指標ですが、目標値が前年の目標投稿数で、右側の実績値は平成２４年度実績値と投稿数で

あります。なお、活動指標の下の部分の学生の部ですが、実績値２，５０６とありますが、これは

２，５０５の間違いですので訂正をお願いします。 

今後の方針ですが、先ほど課題で説明いたしました、投稿者数及び参加者数の、減少に対する新
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たな愛好者の拡大の対応策の検討が必要なため、事業の進め方の改善が必要のＢとしました。また、

この件につきましては、後ほどの協議会で御意見をお伺いする予定です。次に、２６、２７ページ

ます。公民館事業諸経費ですけが、市民の生涯学習の推進をするとともに、地域の連携をさらに深

めるために、公民館の運営と各種教室、講座、講演会等を実施するためのもので、これは、中央公

民館及び地区公民館１０館の運営等のための諸経費でございます。 

２７ページ、３前年度中に実施した事業の取組み内容及び成果、課題を説明します。取組み内容

ですが、、平成２４年度は年７回でしたが、定期的に、館長、主事会等の会議を開催し、各地区の情

報の交換や取組みに対する意見交換等をしています。 

公民館研究集会は、年１回開催していますが、館長、主事会の中で、地域防災等の取組み等につ

いての意見等が出まして、その意見がきっかけとなり、平成２５年度に公民館防災学習会開催へと

つながりました。交中央公民館の開催の講座ですが、２１講座、延べ９７回を開催し、１，５５７

人が受講しています。地区公民館１０館合わせて、２５７講座、延べ６３３回開催しまして、１万

４，８７８人が受講しています。中央公民館と地区公民館を合わせますと、延べ１万６，４３５人

が１年間に受講されているということになります。 

成果ですが、市民の教養の向上と健康の増進、情操の純化を図るとともに地域の連携を深めるこ

ともでき、市の生涯学習の推進に寄与することができたのではないかと思います。 

また、趣味や教養の関係だけではなくて、地域の防災の取組み等の検討もできたということも、

１つの大きな成果ではないかと思っています。 

課題ですが、趣味や教養の学級等が中心の現在の取組みから、今後の公民館のあり方も含めまし

た生活課題や地域課題を含めました事業展開も検討しまして、それを地域の連携強化、それから活

性化にどのようにつなげていくかが大きな課題と思っております。 

４内部評価を説明します。施策ですが、中央公民館、地区公民館、図書館も合わせた学級、講座

等の年間の参加者数です。目標値１万２，０００人に対しまして、実績値は２万６，９０２人です。

２万６，９０２人の中には、図書館の１万４６７人も含まれています。 

活動指標ですが、中央公民館及び地区公民館の学級、講座等の開催の回数で、目標値、実績値共

に７３０回です。 

成果指標ですが、中央・地区公民館の学級、講座等の参加者数です。目標値は、１万２，１５８

人、実績値は、１万６，４３５人で、目標値を多く上回る方に参加をいただいています。 

今後の方針ですが、今後の公民館のあり方や地区課題等も含めたそういった事業内容の検討が必

要なため、事業の進め方の改善が必要のＢとしました。 

渡邊社会教育課専門幹 それでは私から、２８、２９ページをごらんください。重伝建整備事業を御

説明申し上げます。 

２８ページの全体事業内容というところをごらんください。ここには、掲げてございますように、

大きな事業３つございます。重伝建地区における修理・修景事業、そして伝建地区の内部を防災の

観点から守るということで、伝建防災計画に基づいた木曽平沢地区の防災施設整備の実施、そして、

平出地区を中心とした本棟造りの保存対策調査を実施という３つのものがございます。平成２５年

度には再編されますので、ここは重伝建の修理・修景事業のみになりますので、よろしくお願いい

たします。 

２９ページ３、前年度までの取組み状況を御説明申し上げます。奈良井、木曽平沢の両伝建地区

における修理・修景事業は、７件実施したところでございます。奈良井地区では修理２件、修景１

件、木曽平沢地区では修理３件、修景１件という事業を実施させていただきました。 

また、木曽平沢地区の防災施設の実施設計が完了いたしまして、整備事業といたしましては平成
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２５年、２６年、２７年度という３カ年にわたりまして、２８基の消火栓の設置及び５基の防火水

槽の設置をもくろんでございます。なお、消火栓につきましては、双口型と申しまして２口ついて

おりまして、片方は５０ミリ、片方は６５ミリということで、老人あるいは女性でも使えるような

５０ミリ、そして本格的な６５ミリという２本の口を持った消火栓となっております。 

次に、平出集落を中心といたしました本棟造りでありますが、これにつきましては、皆さん御存

じのとおり、長野県における民家建築の大変代表的なものでございます。これらが多数存在してお

ります平出地区の１４棟の本棟がありまして、この中で既に８棟の調査が完了しております。なお、

蔵、納屋、それら附属屋も含めまして３０棟程度の調査が平成２４年度中に完了しております。残

りのものを調査完了し次第、報告書として平成２５年度中にまとめる予定でございます。 

成果といたしまして、重伝建事業は、文化財として保存にとどまらず、地域づくりの核ともなり、

さらに観光資源としても寄与できたものと考えております。奈良井、木曽平沢と続き、平出遺跡と

の相乗効果を上げる平出集落本棟造りの調査の開始ができたということを御報告申し上げたいと思

います。 

課題につきましては、木曽平沢の集客がまだまだ途上でございますので、伝建としてのＰＲを今

後研究することが必要かと考えております。平出集落につきましては、今後のその保存方法等の方

向性を、住民の皆さんの理解のもとに進めるための協議を開始させていただきたいと思っておりま

す。 

内部評価につきましては、これは、奈良井、木曽平沢の２地区の修理・修景事業の件数を指数と

させていただいておりまして、平成２４年度は７件が行われたところでありまして、これらを踏ま

えて平成２６年度目標値２２件に対しまして、現在まで３１件済んでおるということで、７４％の

進捗率であるということをお伝え申し上げます。 

なお、今後の方向につきましては、計画どおりに事業を進めることが適当ということで、鋭意努

力させていただきたいと思っております。以上です。 

平林社会教育課長 ３０、３１ページ、芸術文化事業費です。芸術文化事業費は、市芸術文化振興の

ために市主催の芸術文化事業や芸術文化研修事業を開催するとともに、市民芸術文化活動者の支援、

育成のために補助金を交付するための費用であります。 

  ３１ページ、３前年度中に実施した事業の取組み内容及び成果、課題を説明します。取組みの内

容ですが、まず、市主催芸術文化事業として、市民芸術祭、音楽祭、文化祭等計６事業を開催して

います。次に芸術文化研修事業ですが、音楽は楽しいビート道場として、学生を主な対象としたリ

ズムクリニックを開催しました。これは、地元出身の中野さんの指導により、小中学生を対象に３

回、一般を対象に１回、計４回を開催しています。学生につきましては、３回を通して２８人、延

べ７２人が参加しています。一般は、２４人が参加しています。また、このビート道場へ参加した

学生は、８月１９日の塩尻市民音楽祭のバンド発表の部にも２３人が参加しています。小口益一版

画作品の寄贈ですが、約１，０００点の作品の寄贈を受けたことにより、その展示会を総文等で４

回、地区文化祭で３回、計７回開催しています。 

   市芸術文化事業補助金ですが、これは、市民芸術活動を支援するための補助金で、塩尻市写友会

創立４０周年記念の写真展のほか、４事業に交付しています。 

  成果ですが、市の芸術文化事業開催で市民が芸術文化に触れることにより、芸術文化意識の向上

と事業参加による市民芸術活動者の活性化が図られたということです。もう１つ、芸術文化研修事

業につきましては、小中校生から一般まで幅広い年代層の方に参加をいただき、技術向上が図られ

るとともに、未来の活動者の育成にもつながったというふうに考えています。 

  課題ですが、高齢化等に伴い活動者が大変減少しています。こうしたことを解消するためには、
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まず、活動者の底辺拡大を図っていかなければいけません。そのために、新たな活動者の発掘支援、

育成等が課題になっています。また、塩尻市芸術文化振興協会のほうの事務局を芸術文化係のほう

で担当しておりますけれども、将来的には自立した運営に向けての対応が課題でございます。 

  ４内部評価を説明します。施策指標は、市主催芸術文化事業への来場者数と、芸術文化振興協会

への加入者数で来場者数の目標値２５，０００人に対して、実績値は２３，６５０人、加入数の目

標値４，１００人に対して、実績値は３，７７０人と、両方ともに、90％強の目的達成率となって

います。活動指標は、主催芸術文化事業の実施数、及び市芸術文化事業補助金の交付数となってい

ます。成果指標は、施策指標と同じ指標で、目標値、実績値共に同数です。 

  今後の方針ですが、高齢化が進み、新しい活動者の発掘や支援が必要という課題等を抱えていま

すので、事業内容の検討が必要なため、事業の進め方の改善が必要のＢとしました。 

青木生涯学習部次長（スポーツ振興課長） それでは、スポーツ振興課、２事業をお願いいたします。

３２、３３ページ、１つ目、市民スポーツ振興事業でございますけれども、市民の健康体力づくり

のための事業ということで、右側になりますが、取組み内容といたしましては、大きな事業として

３つですね。第４回塩尻ぶどうの郷ロードレースを１０月１４日に実施しました。また、ヘルシー・

フィジカル教室は５月から１２月にかけて約半年間実施しております。それから、第２４回のファ

ミリースポレクフェスティバルを９月２日に実施しております。 

  成果といたしましては、それぞれスポーツイベントへの参加意識の向上、市の魅力を市内外への

発信ができたということ、ウオーキング習慣、運動する習慣の定着が図られた、スポーツをするき

っかけを提供できたというようなことを挙げさせていただいております。 

  課題といたしましては、イベント関係でありますので、内容や実施時期を含めた改善が必要だと

させていただいております。 

  内部評価ですが、施策評価は、昨年実施いたしました社会体育実態調査の数値である、週１回以

上スポーツ活動に親しむ成人の割合を挙げさせていただいております。 

  今後の方針といたしましては、先ほどの課題のとおり見直しが必要ということで、Ｂの改善を検

討とさせていただきました。 

  おめくりいただきまして体育施設整備事業でございます。こちらにつきましては、市内のスポー

ツ施設の整備、改修に係る事業ということで、右側３５ページの上の段、取組み内容ですが、主に

修繕といたしましては、市民プール及び体育館の修繕を実施しております。それから、新体育館の

関係ですが、これは、大きな課題になっておりますけれども、方向性を研究するための資料を業者

に委託しまして作成をしております。規模等につきまして２案を、昨年度御説明してございますけ

れども、作成したものでございます。 

  また、体育施設の雨水対策として浸透ますの設置、一番大きな工事として、東小学校のグラウン

ド夜間照明設備の改修を行っておりまして、それぞれ利用者の利便性の向上につながったという成

果が上がっております。 

  課題といたしましては、施設の老朽化が進んでいるということがございまして、多額の費用が必

要になりますので、計画的な整備と、あと利用者のコスト負担のあり方の検討が課題でございます。 

  内部評価でございますけれども、市民スポーツ振興事業と同じ施策指標と、あとは整備関係です

ので実施数ということになっております。 

  今後の方針といたしましては、計画どおり事業を進めていくということで、Ａ評価とさせていた

だいております。以上です。 

熊谷男女共同参画・人権課長 続きまして３６、３７ページ、男女共同参画・人権課でございます。

社会人権教育推進事業を御説明いたします。こちらの事業目標でございますが、市民の人権意識の
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向上に努めまして、差別のない社会を目指すというものが目標でございまして、取組み内容につき

ましては、右側のページ、３、取組み内容というところにありますとおり、地区公民館での人権学

習会、あるいは企業での研修会、また人権同和教育集会所等での学習会の開催でございます。 

  成果としましては、学習会へ１，９４０人参加がございまして、地域また事業所で人権教育を推

進することができたと考えております。 

  課題といたしましては、人権学習会が、一般の方が行われていることを知らない、また、人権学

習会の内容が、難しいというようなイメージがありまして、参加しにくいということがございます。

そういったこともなくすように周知活動の強化。あるいは、県のほうでも学社連携しての人権教育

を推進しておりまして、それに連携するような形で市のほうも今後、学社連携ということで、学校

教育とも連携した人権教育を進めていく必要があるのではないかということを課題で挙げさせてい

ただいております。 

  内部評価といたしましては、施策評価の中で、人権学習会等への参加者数ということで目標値２，

０００人というものが載ってございます。昨年度１，９４０名の参加ということでございました。

活動内容としては、地区での学習会等含めまして４８回の学習会を開催しております。その成果と

いたしまして、施策と同じように１，９４０人の参加者があるというところでございます。 

  今後の方向性といたしましては、課題の中にありますように、今後、より多く目標値を上回る参

加者を得られるように周知活動の強化、あるいは学習内容の検討をして、市としての人権教育をど

のように推進していくかということを今後の改善目標ということで検討していきたいということで

Ｂとしております。 

  続きまして３８、３９ページ。やさしく女と男推進事業でございます。こちらにつきましては、

市民に対しまして男女共同参画社会の重要性につきまして啓発活動を図っていくものでございまし

て、主に人材育成を市民団体等との協働で進めているという事業でございます。取組み内容としま

しては、右側のページ３にありますとおり、男女共同参画推進交流会の開催、それから２１世紀セ

ミナーの開催。２１世紀セミナーにつきましては市民団体との協働で行っている事業で、主に各地

区へ出向きまして井戸端会議等を開催して、より身近な課題について検討させていただいておりま

す。やさしく女と男推進講座の開催。地区男女共同参画推進会議の開催。昨年度は大門地区で開催

させていただいております。 

  成果といたしましては、これらの研修会、セミナー等への参加者が５４８人で、男女共同参画の

重要性につきまして御理解が得られたのではないかというように考えております。 

  課題としましては、地域の役員の長への女性の登用が少ないということもありまして、地域にお

ける男女共同参画をこれらの啓発活動をしまして強化していく必要があると考えております。 

  内部評価につきましては、施策の目標であります審議会、委員会等への女性委員の登用というこ

とで、目標値４０％、昨年度は３６％の登用があったということでございます。それから、研修会

への年間参加者数、目標値８００人に対しまして９７５人。この９７５人といいますのは、この事

業と、次に説明します事業の合計した数値ということでございます。 

  成果としましては、このやさしく女と男推進事業に関連するのは、学習会等で５４８名の参加が

あったということでございます。 

  今後の方向性としましては、こういった事業を今後も継続して進めていきまして、地域へ行って

の啓発活動を進めていきたいというふうに考えております。 

  続きまして４０、４１ページ、男女共同参画啓発事業でございます。こちらの事業につきまして

は、事業目標は、先ほどの事業と同じように、男女共同参画の啓発が目的でございます。こちらの

内容でございます。右側のページ３にありますとおり、男女共同参画の地区での学習会の開催、企
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業セミナー、街頭啓発、それから情報誌「共に」を年２回、広報の発行と合わせて全戸配布してお

ります。 

  この成果といたしましては、地区での学習会、企業セミナー等、合わせて参加者数が４２７名あ

ったということで、市民啓発が図られたと考えております。 

  また、課題としましては、先ほどの女と男の事業と同様、地域あるいは事業者も含めまして、ま

だ男女共同参画の推進を強化する必要があると考えております。 

  内部評価といたしましては、先ほどの事業と同様の施策目標等が挙げられておりまして、審議会

等への登用率４０％につきまして、実績が３６％、それから研修会等への参加者数が、目標値８０

０人にたいして９７５人という数値でございます。 

  活動としましては、学習会、企業セミナーを含めた学習会の開催数が、実績値７、目標値の１１

は各地区で１回はということで、１１という数字を挙げてありますけども、昨年は７地区での開催、

７回の開催ということでございました。 

  成果としましては、この事業につきまして４２７人の参加があったということでございました。 

  今後の方針としましては、こういった啓発事業を通して、今後とも地域、事業者への啓発活動を

進めるということで、Ａとしております。以上です。 

小林平出博物館館長 それでは次に、４２、４３ページお願いします。平出博物館に係るものでして、

平出博物館を活用した事業と平出遺跡公園を活用した事業になります。取組み内容ですが、博物館

関係では平出歴史大学、土曜サロン等の講座、講演会の実施、それからミュージアムコンサートや

年２回の企画展を実施いたしました。遺跡公園では遺跡まつり、それから天体観察等の事業を実施

し、博物館では紀要・ノートの印刷物の刊行を行いました。 

  成果でありますが、特に平出遺跡公園のほうでは、原始古代というようなことばかりではなくて、

さまざまな活用方法を考えていきたいということの１つとして、天体観察会などを実施いたしまし

た。 

  課題といたしましては、博物館、遺跡公園ともに、新たな参加者やリピーターをいかにふやすか

が課題であると考えております。 

  内部評価の施策ですけれども、博物館の入場者数６万９，０００人という数値は、市内には博物

館施設９館ございますけれども、その９館全体の年間の入館者数の目標値でありまして、平成２４

年度は６万１，４０８人であるということであります。 

  成果につきましては、平出博物館の入館者数が６，５５１人であったということであります。 

  今後の方針、Ｂとしましたけれども、講座だとか企画展などの見直し等を行って、新たな来場者

の開拓に努めていきたいと考えております。 

  次の４４、４５ページをお願いします。史跡平出遺跡指定地公有化整備事業でありますが、この

事業につきましては、平成９年から２３年度まで史跡公園の整備を行ってきまして、平成２４年度

につきましては、工事の完了に伴いまして竣工式を９月７日に実施いたしました。それとともに、

環境整備報告書の刊行を行いました。２５２ページのＡ４版のものを３００部刊行いたしました。

報告書の内容につきましては、環境整備の理念、あるいは工事の工法等の内容を盛り込んだもので、

この３００部は関係機関に配付しまして情報の共有化を行ったというものであります。 

  課題につきましては、公園が完成しておりますので、これからこの公園をいかに活用し管理して

いくかというのが課題であると考えております。 

  成果といたしましては、遺跡公園の来場者が１万８，５５２人であったということで、前年度１

万２，８００人でありましたので、平成２４年度はかなり増加傾向にあると考えております。 

  今後の方針につきましては、Ｂに定めました。イベントの見直し、その開催の方法の見直し等を



 - 25 -

進めて、新たな来場者増につなげていきたいと考えております。以上です。 

小澤委員長 ありがとうございました。委員のほうから御意見等お寄せください。 

渡辺職務代理者 前もちょっとお聞きしたと思うんですけれども、３３ページのぶどうの郷ロードレ

ースの関係なんですけれども、これ２，０００人ちょっとの方が申し込まれたんですけども、市内

からの参加者の数、それは年々横ばい、前にお聞きしたとき、横ばいだとお聞きしたんですけど、

ふえてはいないでしょうか。 

青木生涯学習部次長（スポーツ振興課長） そうですね、前回もお話ししましたけど、約２割、４０

０人くらいが市内参加ということになっております。先着順申し込みで、本年度も７月１１日には

２，０００人を突破しまして、３１日の締切日を待たずに締め切ったところでございますので、対

外的にも人気のレースとなっているため、４００人という市内参加者の割合はほとんど横ばい、同

じような率になっているという状況です。 

渡辺職務代理者 ちょうど私、長野市にいたときに長野マラソンがスタートしたんです。その長野マ

ラソンに出るために非常に新しくマラソンを始めたいという市民がふえてきたんですね。そういう

のを見ると、やっぱりぶどうの郷ロードレースも地元のレースだもんですから、これに出るために

ちょっと頑張ってみたいという市民の数も、どういうふうにふやしていくかっていうのが、結構大

きな課題かなというような気がしますので、ぜひ工夫をしていただきたいと思います。 

小澤委員長 それでは、私のほうから幾つかお願いします。 

  １つは、３７ページ。人権学習会は、自己に問うということで、参加しづらいという傾向はよく

わかります。ここへ成果として参加者数を挙げるということは、相当、数にとらわれるわけであり

ます。ですから、ここに参加者数を問うということがいいかどうか。私は、地道に学習会等の回数

を重ねていって、じわりじわり人の心に浸透していく方向でいいと思うんだけれども、参加者数を

ここに掲げることのよしあし、また御検討いただければと思います。 

  次、３９ページであります。男女参画、日本の今後の隆盛は女性の肩にかかっていると、だから

女性の登用率を上げると、こういう方向を出しておりまして大賛成であります。塩尻市も男女参画

という方向をとってきておるわけでありますけれども、学習会等によって意識の啓発が図られてい

る。だけど、実数は上がっていないと。このギャップがあるわけであります。それで、４の施策の

ところです。審議会、委員会、これは公的なものであります。だから、意図的にやれば上がってく

ると思うんです。ところが、男女参画が実際に行われていないのは地域の慣習にあります。地域。

女性が全然出て来れない、来ない。あるいは、民間の企業、役職、あまり見ない。ここのところへ

公的な手立てを講じていく必要がありはしないかなと思います。「公の機関がこんなところに手を出

せれない」と言われれば、それまででありますけれども。地域の役職だとか民間の組織、こういう

ところに女性が本当に活躍できる、リーダーとして活躍できる、そんな世界を求めたいなと、そん

なふうに思いました。 

  ４３ページであります。平出博物館、企画展によって新たな世界が生まれたなということを思う

わけであります。またアイデアを駆使していただいて、新たな試みに挑戦していっていただきたい

と思うわけであります。過日、友だちと平出博物館の周りのところへ行ったら、「なに、この暗さ」

と一発で言われちゃったわけであります。建物は重厚で非常にいい、だけど、あの周りに行ったと

たんに気持ちが重くなる。あの景観です。周辺の整備をしたらどうかななんてことを、友だちと話

をしました。 

  それから、公園でありますけれども、非常に人数も多くなって、来場者がどんどんとふえてくる

ことを期待するわけであります。若い方々と話をする中では、子供を安心して遊ばせる場にしてほ

しいという要望がありまして、何がほしいと聞いたら、小川がほしい、あずまやがほしい、トイレ
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が１カ所しかないからトイレがほしい、ちょっとした遊具がほしい、それから、平出博物館とか周

辺のところを巡るためには貸し自転車みたいなものがあったらいいよねとか。案内ガイド人がちょ

っとついてことばを添えてもらえば温かみが出るねなんていうような声がありましたので、若い人

の意見というのは吸い上げていっていただきたいなと、そんなことを思いました。以上であります。 

  短歌フォーラムについては、この後の協議会で報告機会を設けてありますので、時間を取って扱

いたいと思います。生涯学習部、よろしいでしょうか。 

  それでは、センター関係ですけども、ページを進みまして４６ページ、市民交流センター４６ペ

ージからです。お願いします。 

小澤交流支援課長 交流支援課関係３事業になります。ただし、平成２４年度につきましては、総務

課と市民活動支援課ということで、両課の説明になりますので御了承いただきたいと思います。 

  まず４８、４９ページでございますけれども、市民交流センター管理諸経費でございます。市民

交流センターの施設管理、維持に関する経費でございまして、取組みの内容等につきましては、そ

こにありますように、施設管理業務の委託を行いました。また、空調、防音工事等を実施いたしま

した。 

  成果といたしましては、警備等の施設管理業務を委託することによりまして、来館者の安全が確

保されたということで、誰でもが安心して来館できる施設になっていると思われます。空調等の工

事により施設内の整備がより充実いたしましたので、来館者の方にはさらなる快適な場の提供がで

きたことと思っております。 

  課題につきましては、利用者の利便性を考えますと、経費がとてもかかるという部分で、検討が

必要かと考えております。 

  内部評価につきましては、来館者数が６３万８，７６３人ということで、当初の目標値を大幅に

クリアいたしまして、大勢の方に来館していただいている状況でございます。 

  今後の方向につきましては、そのような状況ですのでＡといたしまして、計画どおり事業を進め

ていきたいと考えております。 

  次の事業に移らさせていただきまして、５０、５１ページをごらんください。市民交流センター

交流企画事業でございますけれども、多くの利用者の来館を目指しまして市民交流センターの基本

コンセプトであります「知恵の交流を通じた人づくりの場」を提供するために、さまざまな講座や

イベントを実施してきております。取組みの内容といたしましては、ＩＴ講座、各種講座及び講演

会等を開催いたしました。また、木育フェスティバル等、他団体との連携事業を開催してきており

ます。読書による人づくり事業、交流支援事業も開催させていただきました。 

  また、成果といたしましては、連携した幅広い事業展開を実施したことによりまして、多くの来

館者があったと思っております。また、他事業との連携した事業が可能となってきております。 

  課題といたしましては、新しい利用者の開拓のために、事業の内容等の検討が必要になってくる

かと思います。 

  内部評価といたしましては、先ほどと重複しますけれども、来館者数につきましてはそこに掲げ

てあるとおりでございます。また、ＩＴ講座等、ＩCＴルーム等を利用した方につきましては４，２

２６人ということであります。講座は４３講座開催いたしまして、２万７，４００人の受講者を得

ております。 

  今後の方針につきましては、このような結果から、今後も計画どおりに進めさせていただきたい

と思っております。 

  次の事業、５２、５３ページをごらんください。協働のまちづくり推進事業ですけれども、市民

の公益的活動団体を支援し、協働のまちづくりを推進するために行ってきております。取組み内容
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といたしまして、職員研修の場を一般の市民にも公開して実施してきました。また、補助金交付の

選考会、事業報告会を公開により実施しております。協働オフィス使用者の意見交換会の場も持た

させていただきました。それによりまして、市民の皆さんの協働意識の醸成がされてきたと思って

おります。また、一概には言えませんけれども、ＮＰＯ法人の登録団体が増加しております。市民

交流センター提案公募事業の補助金を交付したことによりまして、交流センターの利用の促進もさ

れてきております。 

  課題といたしまして、提案公募事業の新制度の利用促進が検討ですということになっております

けれども、平成２５年度も既に新事業において実施しているところでございます。中間支援機能の

充実もまた必要だと思われます。 

  内部評価につきましては、提案公募事業の提案数が１７件に対しまして、補助金の交付団体は１

６件ということになっております。それと、ＮＰＯ法人の登録団体数は３月３１日現在では、塩尻

市内２８団体という状況でございます。 

  今後の方針につきましては、他の事業と同様に計画どおり事業を進めていきたいと考えておりま

す。以上です。 

掛川子育て支援センター所長 それでは、子育て支援センター事業についてお願いします。５６、５

７ページになります。子育て支援センターでは、子供の健康な育ちと保護者の育児不安の軽減、地

域の子育て力の育成を支援するということを目的に事業を進めております。 

  取組み内容といたしましては、市民交流センター内に１つと、それから吉田支所隣に北部子育て

支援センターの２カ所がありますので、こちらで取組んだ内容ということになります。まず、親子

で取組んでいただく場所の提供、それから子育て講座の実施、それからお母さん方に子育てについ

て学ぶ機会として、あるいは交流の場として、さまざまな講座を開催してまいりました。子育て情

報の提供としましては、一人の子供さんにつき月齢に合わせた内容で計７回になりますけれど、「あ

ったか通信」を郵送しております。それから、登録されている、現在１０団体ありますけれど、そ

の活動の支援を行ってまいりました。 

  内部評価の施策方針として挙げておりますファミリーサポートセンター事業ですけれども、サポ

ーターの育成のための講座の開催、それから依頼会員と提供会員の間の調整をしております。 

  課題といたしましては、北部子育て支援センターが昭和４１年に建築した古い保育園を利用した

建物ですので、そちらのほうを新しく建築していきたいと考えております。 

  それから、内部評価のほうですけれども、子育てサポーターの認定数ということで、目標値を１

５０人として掲げてありますけれど、平成１５年に始まった事業ですので、現在、その当時からサ

ポーターとして登録していただいた方も状況が変わって、登録をし直したところ、現在８８人とい

うことになっております。 

  今後の方針としては、計画どおりに事業を進めてまいりたいと考えています。 

  次、めくっていただいて５８、５９ページ、こども広場事業ですけれども、ウイングロードビル

３階に、小学校入学までのお子さんとその御家族が遊んでいただく屋内の公園と言いますか、遊具

のたくさんある施設となっています。取組みの状況としましては、安全に遊べる施設としての維持

管理の部分と、それからイベントや交流会を開催し多くの方に利用していただきたいということで

取組んでまいりました。それから、木育の推進ということで木製のおもちゃの充実を図ってまいり

ました。こども広場の利用者数ですけれども、５万５，０００人という目標を掲げていましたが、

実績として５万９，２０９人となっております。こちらも計画どおりに事業を進めてまいりたいと

考えております。以上です。 

小澤委員長 ありがとうございました。市民交流センターが終わりました。委員のほうで御意見等を
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お願いします。 

渡辺職務代理者 えんぱーくの関係なんですけど、非常に利用者が多くて、図書館の利用者も含めて

予想以上の利用者数ということで、大変喜ばしいことだと思います。えんぱーくをあそこへつくっ

たということは、多分、中心市街地の活性化を目指したというところもあったと思うんですけども、

ちょっと管轄が違うかもしれないものですから、わかる範囲でいいんですけども、地域に対する貢

献度、あの施設があの地域全体に及ぼす影響というのは、どのように評価されているのか、もしわ

かったら教えていただきたいと思います。 

田中市民交流センター長 それでは、私のほうからわかる範囲でお答えをしたいと思います。幾つか

の調査がございまして、１つは通行の調査をやっております。今、細かい数字はないんですが、だ

んだん右肩あがりで通行する方がふえている。これは２月と９月に１日かけてやっておりますので、

そういったデータからは、まちを訪れる方がふえているというのが１つあるかと思います。これは、

駐車場等の利用につきましてもふえている状況ですので、多くの方が来ていただいているというの

は１つ、わかると思います。それからあと、空き店舗等も幾つかございましたが、そういったとこ

ろが新たにオープンをしてきたりですね、飲食店等として開店したり、あるいは、えんぱーくの中

に小学生、中学生の子供が多いというところを見て、民間のいわゆる学習塾が新たに展開をしてき

た。そんなようなところが、まちへの影響の１つかなというふうに受けとめています。 

  私どもの目的の１つは、やはり中心市街地の活性化を進めるということですので、多くの方にま

ず施設を利用していただくために集まっていただくという部分は、達成できたかと思っているんで

すが、もう１つ、そういう人たちが来たところを地域の商店街を含めた皆様ですね、どうやって新

しい顧客の開拓をしていくのかというところは、やはり課題にはなっています。これにつきまして

は、商工会議所を含めてですね、さまざまな挑戦が始まっていますので、じっくりそこら辺を見な

がら私どもができることは勉強していきたいと、そんなふうに考えているところです。 

小澤委員長 ２点ほどお願いします。ページ５９のこども広場であります。ウイングロードビル内の

こども広場でありますが、大変好評であります。過日も松本市から市内へ通ってくる教員の保護者、

奥さんでありますけれども、うらやましいと。そういう声が松本市には渦巻いているよというよう

なことを言ってくれております。照明が明るく、それから広くてゆったり、何よりもそこで働いて

いる保育士さんの接待が非常にアットホームでいいというようなことを言っておられましたので、

また励ましておいていただければありがたいと思います。大変に好評であります。 

  それからもう１点、４９ページであります。ウイングロードビルの前を通りますと、背広姿の方々

が五、六人、しょっちゅう入って行くわけであります。何しに行くんだろうなと思いながら見てる

んですけど、多分会議かなんかあそこでやるわけですか。ということは、やっぱり塩尻というのは

地の利がいいので、会議をするのに県の中心にある、国の中心にあって集まりやすいんだななんて

ことを思いながら、その背広姿の方々を見ているわけであります。会議室の稼働率というのは相当

高いわけですか。 

小澤交流支援課長 今、委員長さんがおっしゃいました背広姿の方という部分で、少し感想をお話し

させていただきたいと思います。会議室の利用状況でございますけれども、行政の関係だけではな

く会社・企業の利用状況が大変多くなっております。それとまた、商工会議所やハローワーク等も

入っておりますので、そういう部分で服装が改まった方もいらっしゃるのではないかと思います。

会議室の稼働率につきましては８０％近くになっておりまして、中高生が使う音楽室等につきまし

ては１００％近く、空き状況がなく、なかなか借りれないというような、かえって御不満のお声も

聞けるような状況になっております。以上です。 

小澤委員長 ありがとうございます。 
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石井委員 その問題で、ややもっと商工会議所が頑張ってもらわないと、あそこへ人は来るんだけど

も、どこで何を買うかっていうような、そういう店舗がないわけですよね。少しそこら辺の地域へ

の貢献度が少ない。ただ会議へ来て帰っちゃう、あるいはそのまま帰っちゃう。じゃなくて、あそ

こへ来たら、どこの店でもって何を買って帰ろうかなというような、そういったタウンにしてもら

いたい。それには、やっぱ商工会議所がもっと力を入れてもらわなければというふうに思います。

通過都市になっちゃうので。 

田中市民交流センター長 多分、新聞情報で御存じだと思うんですけど、「シリゼミ」とかですね、

そういったことで幾つかのトライは始まっていますし、空き店舗、掃除をしてですね、そういった

ところを皆さんに使っていただくと、そんなようなことも始まっていますので、徐々に効果は出て

きているかと思うんですが、劇的にというぐあいにはちょっとなっていません。幾つかのトライは

始まっているということだけちょっと御理解いただければ。 

小澤委員長 事業評価のほうについては、これで閉じたいと思います。よろしいでしょうか。 

  はい、ありがとうございました。この事業評価については、これからも外部評価、あるいは委員

会の評価等々を経て議会のほうへお示しするということになっておりますので、たびたび目にする

と思います。またお家へ帰っていただいて目を通して、御意見を寄せていただければありがたいと

思います。 

  以上が、本日予定されておりました案件であります。その他のほうへ入りたいと思います。 

 

４ 議 事 

小澤委員長 本日、議事はありません。 

 

５ その他 

小澤委員長 その他に移ります。事務局からお願いします。 

上條教育企画係長 お手元のチラシにつきまして、スポーツ振興課から連絡がございますので、お願

いいたします。 

青木生涯学習部次長（スポーツ振興課長） お願いします。お手元に塩尻市少年相撲教室のチラシが

配布されているかと思いますけれども、この事業は、後援のところにもありますとおり、財団法人

日本相撲協会が、相撲のＰＲ活動の一環として毎年全国の６カ所で開催しているもので、今年度に

入ってから打診がありまして、塩尻市での開催が決定し、８月１７日の土曜日に体育館の横の相撲

場で実施することになっております。費用等は相撲協会で全部負担していただけるということです

が、行政が主体的に実施を、という趣旨の基に教育委員会が共催、実行委員会の委員長を教育長に、

ということで進めさせていただいております。市内小学校の児童全員にこのチラシを配布して、８

月２日まで参加者を募集しておりますので、もし時間等がよろしければ、１７日に来ていただけれ

ばと思いますので、御承知おきと御案内をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

小澤委員長 歴史の町並み、これについては。渡邊さん。 

渡邊社会教育課専門幹 お手元にお届け申し上げましたものは、伝建協という協議会で出している冊

子でございます。５月の段階で国の審議会の答申のある中では１０４の伝建地区が設定されており

ますが、そこに反映されていると思います。それぞれプロのカメラマンの一番いいショットを載せ

てございますので、ぜひごらんいただきながら、またお訪ねいただければ、全国の伝建の仲間も喜

ぶかと思います。よろしくお願いいたします。 

小澤委員長 このようなすばらしい本をいただいて、ありがとうございます。 

「わたしの木、こころの木」、これについては館長さん帰られましたので、８月１１日日曜日に
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開催されるということであります。もし時間があったら御参加いただければと、そんなことでよろ

しいでしょうか。 

  そのほか、事務局いいですか。どうぞ。 

上條教育企画係長 この後、引き続き協議会を開催させていただきます。教育長室へ移動してお願い

いたします。 

小澤委員長 はい、委員のほうから。 

石井委員 ちょっとお礼を申し上げたいと思いますけれども、バックネットのところの保護材をつけ

ていただきました。あれは総務課ですか。スポーツ担当。 

小澤委員長 教育総務課です。 

石井委員 つけていただいてまことにありがとうございましたということなんですけども、ただ、誰

が設計したか、どういう観点でつくったかは知らないけども、コンクリのところへ保護材をつけて

あるんですよね。上は何もないですね。あそこはやっぱし枕がなければ。そこら辺が、何でこんな

ぐあいにつくったかなというふうに、私は思いました。あそこのところをずうっとやらないと、保

護材はあるんだけども、コンクリもあると、上の面。ああいう枕みたいな、こういう長いのがある

わけなんですのでね、どうしてそういうことを一緒にやってもらえなかったかなというふうに残念

に思ってます。 

  それから、小学校はどういうぐあいに考えてますか。小学校のバックネットの。 

小林教育総務課長 済みません、まだ、小学校までは計画してございません。 

石井委員 まだ、そこまでは。小学校を見ますとですね、西小学校も東小学校もコンクリなんですよ

ね。やっぱし小学校は学校で野球をやらないけどもソフトボールやってるし、それから、社会体育

でもって使わせてもらってるというようなこともありますので、できれば追々小学校のほうへも手

を回してもらいたいと思っております。去年申し上げてから、早速やっていただいたことに対して

は、厚くお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

 

６ 閉会 

小澤委員長 以上をもちまして、７月の定例教育委員会を終わりといたします。ありがとうございま

した。 

 

 
○ 午後３時５５分に閉会する。 
以上 




